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巻頭言
jscripter

　世は政権選択選挙の真っ最中、TSNETスクリプト通信第6号、夏バージョン2.2を無事送り出す。

　機械さんの「やｎでレPython ～λの使徒編～」第4回、第5回と「お呼びとあらば即参上」の前後

編を合わせて全39ページ掲載。たっぷりとお楽しみください。

　Yささんは、書き下ろし新作AWKスクリプト、古典的脳トレ「神経衰弱」です。ゲームの方法は直感

的でわかりやすいのですが、記憶力に優れたコンピュータは強敵かも。

　海鳥さんは、「よしおさんとロボ太」夏休み短期集中連載の新作5編を一挙転載させていただくこ

とにしました。是非話の続きを読みたいと思うのですが^^;)次はどうなるんだろう。

　私は「Zed入門 II – Twitter on Zed」を掲載しました。第3号に書いた「Zed入門」の続編として、

Zedのその後と、最近オバマ大統領他の有名人が使ったり、フィジカル・コンピューティングへの応用

が話題になっているTwitterを Zedから使ってみたレポートです。例によって、Perlを使ったスクリ

プトをZedで動かしています。Perlスクリプティングの観点からは、Net::Twitterを始め、様々なモ

ジュールを紹介、さらに正規表現のオプションsxの使い方について説明しています。

　表紙の写真は、昨年と同様、広島宇品の花火大会の写真になってしまいました。ちょっと変った写

真を選んでみました。表紙写真投稿歓�です。

　次号、第 � 号は11 �を��しています。お楽しみに。

(投稿��: 2009年8�22�)
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やｎでレPython

～λの使徒編～

	oi
e ��er 

This 
�n is Ernest S
ri��ler... writer o� �o�es. In � �ew 
o
ents� he will h��e 

written the ��nniest �o�e in the world... �nd� �s � 
onse��en
e� he will 

die ... l���hin�.

��この�は�ー�スト・スクリ��ー、ジョーク��ターだ。� 後、!は世"最#の

ジョークを書き上$、そのために%んでしまう。&い%'のだ。

()onty Python*s +lyin� Cir
�s ,The ��nniest �o�e in the world,-

./0人1

・23真45にしこり　まな67�プログ�8ング入門9:;<9

・=>一?5は6　いちこ7　　�@ンAレB�CDスタ

第E回「お呼びとあらば即参上　F前編G」

　マH�のIに、JKなLールがMいたのは、�NコとのOくPQな(R>Sが)プログ�8ングT人

UVのE回目の直前の�のことだった。

　W出人は(λの使徒-。

「入(にXう)の使徒Y」

　Z[\明な\][な名^に、マH�はま_`より]aちのbさをcdた。

5(入-ってなんだろ。入信でもしろってコトかな。でも、`にY7

　スBムLールかな、と思い、即efgしようと思ったのだが、タ�トルがどうも]にかかり、hi

jいてkかめることにした。

　なlならタ�トルはmm

(nopqrのstをudたあなたに-

とあったからだ。

　vwにしてはできすxている。

　マH�がプログ�8ングのstをしていることは、マH�と�Nコyzにも{々|られている。

　s}で~人に、�Nコが�ち出したÄ作りのÅÇ書をÉているところをÑかれて、そのようなコト

を話したことがある。

　また、マH�と�NコのÖÜについても、どういうつきあいなのかは\明だが、とりあd_~人だ、

というところもá|の事àとなている。

　しかし、â強のäã的なåçéèなど、マH�と�Nコyz、êも|らないëだった。

　マH�がこのíろよくìîするïにも、ñóを話したことはない。

　となると、�Nコの�タò�、というôが一ö現à的なのだがmm

5�Nコさんがこんなこと、するかなõY7

というのが、マH�のú直な感ùだった。

　とりあd_、ûüをÉてみる。
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( ¡

　は¢めまして。£々はÖ�プログ�8ングを¤上のものとし、¥¦する、λの使徒です。あなたは

現§、Ä続き¨プログ�8ングのpqrのstをud、これから©#なるÖ�の世"に入ろうとして

います。

5kかに�Nコさんは「次はÖ�だよ」とは言ってたªどmm7

(ここで£々はあなたに、一つ«¬åWし上$たいと­¢ます。それは「®1のÖ�にí¬Zを」と

いうことです。

5に、®1って一ã7

(Ö�とは`か、それは「¯応」です。このことは° あなたも、中s}の�sでtったëですが、

もしかしたらもう±れられてしまっているかもしれませんので、²³ながらk´させていただきまし

た。

　事à、マH�は±れていた。

(例dば、�(x)は xのÖ�ですから、xがµまれば、�(x)は一つの¶にµまらなªれば¯応とは言いま

せん。·¸、�(x)の同¢¶が¹のxに¯応していることについては一ºにかまいませんが、同¢ xで»

Ty上の �(x)の¶がµまるようなら、それはÖ�ではありません。

5わ、わかんないよmm7

(つまりこうです。x¼�(x)で、5¼1½ と �¼1½ は同¾に¿Àできますが、5¼1½ と5¼2½ のように、同

¢ 5に¯してÁう �(x)が¿ÀしたらÂL、ということです。

5あ、そーいうこと7

(全てをシンプルでÃしいÖ�で記Äすることこそ、Ö�プログ�8ングの神Åです。そのためには、

ま_真のÖ�をÉ ªる方法がÆÇなのです。

5でも、なんでÖ�なのY7

(あなたはÈ「なlそのようにÖ�にこだわるのかY」とÉÊをËいたことでしょう。

5mm7

(Ö�プログ�8ングは、ÉやすくÌÍしやすく、そしてそのためÎÁいをÏしにくいプログ�ムを

書くための、最上の方法なのです。ñóについては、またÐってñしくお¥dいたします。Ñばしす

x、ÒめÓみすxはÔくない、ですよÕ。それでは

Öä-

5mm×らの会話、ØÙされてるのかなY7

　マH�は{らÚいものを感¢た。
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「にXうのしとY」

　�NコはÛÜなÝでマH�をみた。

「ま、まさか、マH�くんってきょにXう© 9だったのY」

「きょにXうY　なにそれmmって、ちょっと、いきなりÞßモーàになるのやめてよっá」

　âÍでßされてはたまらない、と、いきなりãäのßZをåらせた�Nコをなだめにかかる。

　しかし、�Nコはæまらない。

「マH�くん、çが大きい?のèうがいいんだ」

「あっá」

　ようやく、Z[をéみÓê。

5な、なんてÎÁいをっá7

　ëìな�Nコは、ã¨もどちらかというとスリムだった。

　íî�トが]になるïの?からは、ðろñましがられているのだが、そこはそこ、人Îはどうもò

のóのôがõくÉdるモöらしい。

　それに]÷き、あわててマH�はø正する。

「ÁうÁうっá　ùúの(にXう-¢ûなくって、ü入の(にXう-á」

「だいにXうmmおおきいおっmm」

「あさいんめんとっá」

　思わ_大�を出してしまった後、あわててáýをÉる。

　Èは始V前。

　þÿはまだ来ていないが、遅eyzのク�スの>徒は、èぼ来ている。

　その全員の視ôが、一斉にこちらに集まっている。

　à質¾Îは大して長くなかったが、マH�にとっては無限に続く苦行のように感¢られた。

「お前ら、痴話喧嘩をs}にaってくるなよな」

　マH�の前の席のトオル(石川徹)が、呆れÝで言う。

　席の位置のÖÜから、マH�とも¾々話す~人だが、同¾にそれは、�Nコとの会話をÎ近でÉせ

つªられ続ªているということに等しい。

　マH�にとっては、àは文字通り%活Ê題なのだが、なにかそれを言うと一層âÍされそうな]が

して、口を閉¢て曖昧に&った。

　mmというか、痴話喧嘩Y

「dっとmm痴話喧嘩って、kか、恋人同士とかでやるもんだよÕY」

「そーだよ。お前らつき合ってるんだろY」

　当wのような口6りに、マH�と�NコのÝ色が、同¾に真っ赤になる。

　当人たちの´識を余所に、áýではコレがá|の事àとなっていたのだ。

「dっと、そのmmあのmm」

　真っ赤になって俯いている�Nコはさておき、一度赤くなったÝをõくして冷や汗をかいて口í

もっているマH�に、トオルは首を傾$る。

「はて、�öだとここで(つき合ってなんかないっá-とか口走って、修羅0になるん¢ûÕY」

　k信Ïであった。

「お、お前、わかっててmm」

「他人の\幸は蜜の[ってÕ。毎�毎�朝っぱらから仲いいとこÉせつªられてるんだ。これくらい

の茶目っ]は罰は当たらんだろうY」

「mm」

　Ì\尽だと思いつつも、言い返す言葉が無い。

「しかしまõ、反射的に否�しない、ってのはあるZ[感心だな。少し感動したぞ、うんうん」

5選択肢ÎÁdたら、Aッàエンàなんだよ7

　思っても言dない、マH�だった。
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「マH�くん、コレ(にXう-¢ûなくて�ムÂだよ」

「dY」

　V後、例によってマH�の家に来た�Nコは、例のLールをÉて即座に言った。

「�ムÂY」

「そう、ギリシャ�ルファベットの�ムÂのë文字。たしかにちょっとÉは漢字の(入-にÉdるª

ど、¹1だよ」

「|らないよ、そんなの」

　大文字の(Λ-なら、マH�でも|っていたが、ë文字をÉるのは初めてだった。

「うん。そうだÕ。でもそれでÈ�は恥かいちûったよ」

「mmそれはゴLン」

「mmところでマH�くん、ホントはçの大きい?のèうが好きY」

　蒸し返すなよ、とû心泣きたいマH�だったが、そこはそこ、既にいつかその話題に触れられる可

能性を考dて、答dは用Zしてあった。

「あのÕ、�Nコさん。ãの一部 に固執する@ツはフîNって言うんだよ」

「でも、�の?は大抵mm」

「Èは色々な趣[があるから、一概には言dないよ。×は、って言うなら、どっちでもない。す、好

きになったïの?の全部がい、一ö、だよ。た6ん」

　やはり恥_かしさに、少しだª噛んでしまった。

　�Nコは、と、Éると、やっぱり赤くなって俯いている。

5だから、こんな話題、振らなきûいいのに7

「そ、それより、�ムÂって`Y　�sで Σ(シグマ)とか Δ(Aルタ)とか使うのは|ってるªど、�

ムÂってなんだっª」

　�Nコも慌てて応¢る。

「あ、うん。�ムÂっていうのは、�ムÂ計算の�ムÂだよ」

「�ムÂ計算Y」

「うん。ちょっと難しい話なんだªど、Ö�で使う �(x)は、¶を表してるか式を表してるか、微Kだ

よÕ」

「dY　dっとmm」

「y=�(x)って書くとき、yは �(x)、つまり、�(x)で表される式にxをü入した¶がyになる、っていう

Z[だよÕ」

「う、うん」

「だから、例dば �(x)=x+1と書かれていても、それは �(x)が x+1に等しいわª¢ûなくって、x+1の

xに`かをü入したh果が、�(x)になるってZ[になっちûうよÕ」

「う、ううmmう、うん」

　マH�はぐるぐると混乱した末に、ようやく返事をする。

「やっぱり難しかったY」

「dっと、難しいというか、考dたことなかったことだから。でも言われてみれば、kかにそうだよ

Õ」

「うん。ところで、式のü入ってcdてるY」

「dっとmm」

　�sは苦Äなんだよ、と思いながらもÆ%で記憶をÄ繰る。

「kか、A=x+y�B=x-yで、AB=(x+y)(x-y)とかいう、�レだよÕ」

「うんうん、そうそう。その¾のAと B って、正しく(式そのもの-だったよÕ」

「言われてみれば」

「そういう(¶-¢ûなくって(式そのもの-を表す書き方が、λ(�ムÂ)式なんだよ。Èの例で言

dば、

A ⇒ λxy.x+y

B ⇒ λxy.x-y

�
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と書ªるんだよ」

「mmdっとdっとmmもしかして、x+1の式自äはλx.x+1でいいのY」

「うん。s}では �(x)みたいな１変�Ö�しかtわないªど、プログ�8ングでは �(x�y)や �(x�y�z)

みたいな»変�のÖ�も普通に出てくるんだよ」

「うõ。なんか難しそう」

「そんなことないよ。例dば �=λxy.x+yとして、(x� y)=(1� 2)のとき、�(x� y)っていくつだと思

うY」

　マH�は少し考dて答dる。

「もしかしてmm3Y」

「うん。難しいY」

「全w」

　考dたのは主に、簡単すxてかdって穿ったからだ。

「っていうか、そんなんでいいのY　グ�フとか`とかmm」

「s}ではÖ�といdば(グ�フを書く-がセットになってくるから難しいんだよ。そもそもグ�フ

なんて書かなくてもいいならÖ�自ãはただの¯応なんだから、難しいわªないよ」

「¯応ってmmそういdば、にXmm¢ûなかった(λの使徒-ってヒトも、(Ö�は¯応だ-って

言ってたなõ。なんとなくわからないでもないªど、hiどういうことY」

「つまり、(xのÖ�-は(xの¶がµまればµまる¶-っていうZ[だよ。簡単に説明するとÕ、た

とdばマH�くんがおみく¢でE十九öを引いたとするよÕ」

「うん」

「そのh果が大吉であれば、49¼大吉っていうÖ�になるんだよ。Ö�ってo来、それだªのモöな

んだよ。ある¶に¯してÆ_特�の¶が¯応する。それがÖ�」

「そうなんだ」

「ただ普通は、特�の�に¯して特�の�が¯応する0合をÖ�として、�yzの一般的なものを¯

応させるときは写像って言うよ。だからÖ�は、写像の一種、かなY」

「しû、しûぞうY」

「うん。Çするに(¯応-を�sっぽく言っただªのものだよ」

「そうなんだ」

「ただ、プログ�8ング言語では、写像とÖ�は¹1を指す0合が°いから¬ZがÆÇだよ。もちろ

んPythonでも、¹。というか、プログ�8ング言語のÖ�って、名ばかりで全wÖ�¢ûないモöも

あるんだよ」

　マH�の脳裏に、Lールのûüが甦る。

「あ、(λの使徒-のヒトの言ってた」

「うん。あらゆるZ[でÖ�っぽく無いÖ�と言dば、Èまで出てきた中ではinp�t Ö�が最#だ

よ」

「どういうことY」

「o当のÖ�なら、引�(ひきすう)に取ったものと¯応してることが条件なんだよ」

「ひきすうY」

「Ö�の後のカッコの中に入れるûüだよ」

「あれY　でもkか、書かれたûüが表示されるん¢ûなかったっªY」

「表示されるûü¢ûなくって、戻り¶と¯応しなきûならないんだよ」

「も、戻り¶Y」

「少し説明がÆÇだÕ。そういdば、(Ö�らしいÖ�-がどんなものか、説明してなかったÕ」

「うん」

「dっと、ÈまででてきたÖ�の中で(Ö�らしいÖ�-って、àはlen Ö�くらいしかやってない

んだよ」

「dっと、文字�を�dるÖ�だっªY」

「o当は文字�だª¢ûないんだªど、Èは話がややこしくなるからそうしておくÕ。len Ö�の使い

方ってcdてるY」

8
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「dっとkかmm

>>> s = 'aiueo'

>>> len(s)

5

>>>

こんな感¢だっªY」

「うん。ここで言dば、引�はs、戻り¶は5だよ。でも、これだと(表示されたもの-と(戻り¶-

が紛らわしいから、ü入してみるÕ」

>>> n = len('aiueo')

>>> n

5

>>>

「dっとmm」

「前回、(式の評価-の話をしたよÕ。戻り¶っていうのは(評価したh果-なんだよ。つまり、2+3

は評価されて5になるから、n=2+3で nの中に5が入るんだよÕ」

「うん」

「同¢ようにlen(*�i�eo*)も評価されて5になるんだよ」

「あ、そういうことなんだ」

「図に書くとこんな形かな」

関数(引数) ⇒ 戻り値

「¢ûõ、print Ö�とか、そうなんだ」

「Áうよ」

「dY」

「うん、à験してみればわかるよ。print Ö�に引�として�字の5を渡してみて」

「わ、渡すY」

「うん、引�として書くっていうZ[。そしてその戻り¶を、さっきみたいに(n-に入れてみて」

「うん」

>>> n = print(5)

5

>>>

「nの中äをÉてみて」

>>> n

>>>

「あれY　出ないよY」

「nを print Ö�に渡してみて」

「うん」

>>> print(n)

None

>>>

「のんY」

「英語読みなら、どっちかというと(Hン-かなY」

「`なの、これY」

「Noneっていう特殊オ�ジîクトだよ」

「特殊オ�ジîクトY」

「うん。(なにでもないもの-っていうZ[。Çするに(空っぽ-」

「`でそんなヘンなものmm」

「Ì由は° 、もう少しプログ�8ングを|ってから¢ûないと、ÌÍできないと思う。ÈÆÇなの

9
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は、表示される�¶が、Æ_しも戻り¶とは限らない、ということ」

「dっと、最初の話はmmそういdばinp�tだったっªY　あ、そっか」

>>> n = input('IN:')

IN:100

>>> n

'100'

>>>

「そう、戻り¶は入力によってµまるから。引�⇒戻り¶の¯応が一切無い、つまりÖ�っぽくない

ということだよ。了ÍY」

「了Í」

「¢û、Ö�の�義の仕方をやろっか。普通は�義文から入るのが�石なんだªど、せっかくλ 式の

話をしたんだから、λで書いてみようか」

「おÿせするよ」

「ん。それではま_、引�を取って、それに１を加dて返すÖ�からÕ」

>>> f = lambda x: x + 1

>>> f(10)

11

>>>

「らê6だY」

「これで�ムÂって読êんだよ。*�*は無�音。*
o
�*とか*�o
�*とかの*�*と同¢だよ」

「Çするに、�ムÂの後に変�書いて、コロンの後にその式を書ªばいいんだÕ」

「うん。»変�y上の変�はこう書くよ」

>>> f2 = lambda x, y: x + y

>>> f2(5, 10)

15

>>>

「簡単だÕ」

「そうだÕ。計算式を省略するだªなら、これでも十 だよ」

「あ、Ö�って、変�をü入して評価したら、その�¶と入れ替わるんだよÕY」

「うん」

「なら、こんなこと、できるかなY」

>>> f(5) + f2(4,10)

20

>>>

「さっきの(式の計算-から思いついたんだªど、うまくいったÕ」

「mm」

「どうしたの�NコさんY」

「マH�くん、これ、êかから、やり方ÑいたY」

「ううんY　いまさっき�NコさんにÑいたばっかりだªど、なlY」

「マH�くん、�s苦Äって言ってなかったY」

「うん。苦Äだよ」

　�Nコは暫く考dた後、

「マH�くん。文系選択志望Y」

「dっとmm」

　àは、�Nコとこうなる前は、�sが嫌いなのでÌ系など¸z、と思っていたのだがmm

「い、�Nコさん、Ì系だよÕ」

「うんY」

「だ、だから×も、で、できればÌ系がいいかな、って思ってたんだªどmmははは、やっぱ×の頭

¢û無ÌだよÕ」

1½
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　�NコはマH�の答dに、一瞬、呆wとしたが、すぐにÈまでで最#に柔らかい&Ýでmm

マH�をËき締めていた。

「dY」

　ïの?のçにいきなりËかれて、マH�は頭が沸騰した。

「行こう、一緒に」

「mm」

「マH�くん、Ì系の才能あるよ。ただ、Èまでのs}のâ強の中では、わからなかっただªだよ」

「そ、そうなのY」

「うん。·¸一緒、って行ってくれたのは嬉しいªど、ホントにマH�くんに才能ないなら、そんな

無Ìは言わないよ。でも、Èみたいに、柔軟な頭の使い方ができるのなら、大丈夫だよ」

　そして、名残惜しそうにäを引く。

　密着していてわからなかったが、�NコのÝもマH�に負ª_劣ら_真っ赤だった。

　しばらく、]恥_かしいがµして心地のbくない沈黙がつ÷いた。

「dっと、あ、あ、あのっ、きX、休憩とろっかY」

「mmうん」

　とはいd、]恥_かしさの臨"点を突破したマH�は、逃$るように部屋から出て行った。

　毎度おな¢みティータ�ム。

「それにしても、(λの使徒-って一ãêだろう」

　そもそものÉÊを口にするマH�に、�Nコは少し言い÷らそうに切り出す。

「dっと、ちょっと心当たりがmm」

「あるのY」

「うん。° 、あたしのお姉ちûんmm」

「へY」

　Zzな言葉に、一瞬マH�の思考がæまる。

「�Nコさんって、姉妹(きょうだい)いたのY」

「うん。お姉ちûんと妹がいるよ。そういdば話して無かったよÕ」

「×は兄弟がいないから、そういう発ù無かったなõmm」

　¿る程、�Nコの姉ならば、ñしい経緯を|ってても\思議はない。

「それにしても、お姉さんに×のLール�àレス、ÅdたのY」

　珍しくちょっと\ãそうに言うと、�Nコはõざめて首を振った。

「言ってないよっá　で、でも、一度Lールを�ってるとこÉられてるから、そのときcdたんだと

思う」

　マH�のLール�àレスは比較的短いので、\可能ではないだろう。

「mmíめん、Éったりして」

「い、いいよ。あたしが迂闊だったんだから。それにあたしにプログ�ムÅdてくれたの、お姉ちû

んだから、マH�くんに話すûüも、ìîしてるんだよ。ただmm」

「ただY」

「お姉ちûんは、バリバリのÖ�¤上主義9なんだよ。普段はPythonとか¢ûなくて、H�s�ellとか

S
he
eみたいなÖ�¨プログ�8ング言語を使ってる。Ö�プログ�8ングはkかに有効なÄ法だª

ど、ü�的な思考がäについていない人には難しいと思うんだよ」

「ü�って、式の計算だっªY」

「うん」

「kかに難しいなõ」

　くすくすっ、と&う�Nコ。

「た6んÕ、マH�くんはÖ�¨のo当の難しさはわかんないと思う。àを言うと、あたしもよくわ

かんないとこ、あるんだよ」

「そうなのY」

「うん。Ö�¨は全てをÖ�で、ということなんだªど、あたしがPythonを使ってるのは、いろんな

11
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方法が使dて便利だと思うからなんだよ。Ö�¨にこだわるÆÇは、あたしにはわからないんだよ」

「Ãsかなõ」

「そうかもÕ。他にも、オ�ジîクト¤上主義9とか、推¸¨¤上主義9とかmm他にも変わったと

ころでは、スタック計算信奉9とか、�セン��原Ì主義9とかいたりするよ」

「B�CDスタみたいなものY」

「うん、特�言語の信奉9っていうZ[では、B�CDスタもそうだよ。もっともB�CDスタは、

B�Â�ムmmÄ法という点では、限りなく中ÀだªどÕ」

　�ロ�ロあるらしいmms6はそうまとめて深入りしないことにした。

「とはいd、Ö�は大切な概念だから、一通りはÌÍしようÕ」

「うん」

　ティータ�ムはu了し、再び画面にºかう二人。

「¢û、こんどは�ムÂ¢ûない方のÖ�の書き方、いくよ。�ムÂは便利だªど、no的に式しか

書ªないから、融通が利かないところもあるんだよ。たとdばmmp回の入力を�ª取って、その¶

mm文字列を*�*で連hしたものを返すÖ�、っていうのを書くとしたら、�ムÂだと面倒だよÕ」

「dっとmm」

「あ、書ªないわª¢ûないよ」



August 2009                                              TSNETスクリプト通信 2.2

し、もしあったとしても変更されない」

「それ¢ûõ、zに影響を与dられないってことY」

「no的は、Õ。zへの影響は、最後に書いてあるret�rn 文で返すことになってる。ret�rnに続く式

の¶が、Ö�の戻り¶になるんだよ」

「評価されてから返されるんだÕ」

「そう。もう少し、Ö�っぽい�義を書いてみるÕ」

>>> def f(x, y, z):

...   return x + y + z

...

>>> f(1, 2, 3)

6

>>>

「de� の後はÖ�名、その次が仮引�(かりひきすう)の�義」

「仮引�Y」

「引�として�ª取ったとき、ü入される変�、かな。つまり、de� �(x�y�z):としておいて、

�(1�2�3)と呼び出せば、xには2が、yには2が、z には3がü入されるんだよ」

「ああ、それで仮引�を使って式や文を書ªばいいんだÕ」

「うん。引�を取らないなら仮引�は書かない。ªど、括弧は省略できないから]をつªて」

「呼び出しと同¢形、だÕ」

「そうだÕ」

「仮引�は、１文字限�Y」

「ううん、no的に変�だから、変�名として使dるものならなんでもいいよ」

「最後はÆ_ ret�rn 文で戻り¶を書くんだÕY」

「省略してもいいよ。ret�rn 文自ãを省略したり、ret�rnだªを書くとret�rn NoneのZ[になるか

ら」

「でも、戻り¶を書かないと、Ö�のZ[、無いん¢ûないのY」

「¢û、こんなの、どうY」

>>> def m():

...   print("Hello Manabu!")

...

>>> m()

Hello Manabu!

>>>

「あmm」

「zの変�に影響を与dないということは、`もしないってこと¢ûないよ。print Ö�だって、コレ

と同¢だよÕ」

「(zのプログ�ム-には影響を与dなくても、(プログ�ムのz-には影響するんだÕ」

「zのプログ�ムに影響を与dる方法も、¢つはいくつかあるんだªど、黒魔術っぽいから、あんま

りお勧めできないよ」

「く、黒魔術ぅY」

「あ、プログ�8ングで(邪道-くらいのZ[。一É便利なんだªど、濫用するとコーàがÉ難(に

く)くなって、後で再利用や拡張しようとしたとき、\便になるんだよ。Pythonは、黒魔術を極力排g

する言語qrにはなってるªど、それでも(行儀のbい-コーàを(書ªない-わª¢ûないんだ

よ」

「�ロックのzのコーàに影響を与dるコーàは、行儀がbいのY」

「Ö�化は��ックボックス化だから、経過はともかく��ックボックス化の中で行われたh果は、

できるだªはっきりと判った方がいいんだよ。そうだÕ、やっぱり例を書いてみようか」
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>>> def goodF():

...   return 777

...

>>> def badF():

...   global x

...   x = 666

...

>>> x = 100

>>> x

100

>>> x = goodF()

>>> x

777

>>> badF()

>>> x

666

>>>

「�ood+ はそのまま�¶を返すÖ�。��d+ は �lo��lっていう特殊な宣言をして、û部変�をzの変�

として扱ってるÖ�。�ood+ では呼び出しの際に明示的mm目にÉdる形でü入してるªど、��d+ で

は呼び出した側ではxと`のÖÜもなさそうなのに、xが変化してるよÕ。こういうのを変�の暗示的

変更っていうんだªど、Z[が無い上に、判りにくいよÕ」

「他人がプログ�ムの一部だªをÉても、わかんないかも」

「他人だª¢ûなくて、自 で書いたコーàでも、hq±れちûうモöだよ。戻り¶yzの影響を

副作用って言って、画面表示みたいなÆÇ\可欠な副作用もあるªど、変�の暗示的変更みたいなn

o的に無Z[な副作用は、コーàをÉ÷らくするから、できるだª書かないようにするèうがいいん

だよ」

「それが黒魔術Y」

「うん。àはこんな例示のための例¢ûなくて、�lo��l 宣言を使うと楽に書ªる0面はあるんだªど、

それでも`が起こってるか判り難いのは変わらないから、出来るだª使わないようにしたèうがいい

よ」

「うん」

「画面表示とか、ファ�ルの読み書きとか、副作用を目的としたÖ�は、o当はÖ�¢ûなくてÄ続

き(pro
ed�re プロシージャ)と呼ばれる方が適当だと思うªど、PythonではÖ�という名^でまとめ

てるんだよ」

「Ä続きY」

「うん。もともと(プログ�ムの一連の操作をまとめたもの-というZ[。ある言語では、Ö�とい

う名^のüわりにすべてÄ続きという言葉を使ってたり、他の言語ではÖ�とÄ続きを書式で区¹し

ているものもあるよ」

「画面表示まで副作用だとしたら、全部Ö�、にはならないだろうしなõmm」

「お姉ちûんが使ってる H�s�elなんかは、難しいÄ段を使って全部Ö�にしてるªど、でも、û部を

|らない人からみると、副作用を起こしてるようにしかÉdないよ」

「hi、\Çな副作用を起こすÖ�は書かない、でいいのかなY」

「うん。できるだª引�を入口に、出口を戻り¶にするようにすること。副作用はÆÇ最低限にとど

めること。Pythonで純粋Ö�¨プログ�ムを書くと、できることが限られちûうªど、Ö�¨をZ識

して書くことは、bくないと思う」

「mmちょっと考dたことあるんだªど、やってみていいY」

「もちろん」

「dっと、前の繰り返しのことなんだªどÕmm」

14
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>>> def f(n):

...    fn = 1

...    while n > 1:

...      fn *= n

...      n -= 1

...    return fn

...

>>> f(10)

3628800

>>>

「あ、出来た出来た。階乗計算Ö�♪」

「mm」

「d、dっとmm」

「mm」

「な、なんか×、失敗したっªY」

　�Nコは寂しそうに&う。

「マH�くん、優秀すx。それ、私がÈからやってもらおうと思ってた¸題なのに」

「ま、ま_かったかなY」

「ううん。マH�くんの¿長が速い証拠だから、·¸歓�すべきだよ。ただ、こうしてマH�くんに

Ådる事って、そんなに長くないのかな、と思うと、ちょっと寂しいかなY」

　マH�は&って言う。

「×は早く卒Vしたいな」

「dY」

　�Nコの表情が変化する前に、マH�は言葉を被せる。

「早くプログ�8ングが出来るようになって、�Nコさんと一緒に`か作れるようになりたい。うう

ん、° それは無Ìでも、�NコさんのÄ¥いくらい出来るようになりたいよ」

「マH�くんmm」

「は、ははは、それまでは、ま、まだまだ前途°難だªどÕmmって、�Nコさんっá　どーした

のっá」

　全äの血が全て頭に集まったかのように、Ýを真っ赤にした�Nコは、そのままふらふらと倒れよ

うとしていた。

　マH�は慌てて、そのëさなãを支dた。

　そのã温と、èんのりと香る少ïの匂いに、È度はマH�のZ識がÑびそうになるが、なんとか抑

dて、�Nコを部屋の隅のベッàに運んだ。

　ベッàに寝かせた途端、�Nコがぱっちりと目をjく。

「mm」

「mm」

　客観的にÉれば、マH�が�Nコをベッàに押し倒したかのようなã勢だ。

　そして`を思ったか、�NコがxXぅっ、と再び目を閉¢る。

「っááá」

　この極限é態で、マH�のo能は、３つの選択肢を思い浮かべていた。

１．なにもしない

»．唇にmm

３．下半äにÄを伸ばしmm

　�Nコが焦れて目をjªようとした瞬Î、自 の額に`か柔らかいモöが当てられたのに]÷く。

　目をjªた¾、マH�は�Nコに背をºªて椅?に座っていた。

　�NコはÝを赤くしたまま、人Wし指を唇に当てて、ëさく呟いた。

「mm中途半端mmだよ」

F後編に続くG
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やｎでレPython

～λの使徒編～

o

ent�tor 

In 1945 Pe�
e �ro�e o�t. It w�s the end o� the Jo�e. Jo�e w�r��re w�s ��nned �t � spe
i�l 

session o� the Gene�� Con�ention� �nd in 195½ the l�st re
�inin� 
opy o� the �o�e w�s l�id 

to rest here in the Ber�shire 
o�ntryside� ne�er to �e told ���in. 

1945年、平和が勃発した。これがジョークの最期だった。ジョーク攻撃はジîöバ会議の特殊部会で

禁æとなった。そして195½ 年に最後に残されたコピーがバークシ�の田舎で眠りにつき、二度と語ら

れることはなかった。

()onty Python*s +lyin� Cir
�s ,The ��nniest �o�e in the world,-

./0人1

・23真4(にしこり まな6):プログ�8ング入門9:;<9

・=>一?(は6 いちこ):@ンAレB�CDスタ

・石川 徹(いしかわ とおる):マH�や�Nコのク�スL�ト

・「λの使徒」:�Nコの姉らしいが、\明

第五回「お呼びとあらば即参上　F後編G」

　その異変に、áýはすぐ]÷いた。

「お前ら、`かあったのかY」

　トオルは椅?を跨ぐように後ろºきに座り、マH�に質す。

「dっとmm`がY」

「お前と=>だよ。毎�話してたのに、昨�一�、`の話もしてないって変¢ûÕY」

「いい¢ûないか、そんなこと」

「喧嘩でもしたのかY」

「お前にはÖÜなmm」

「いやÁうな。このKな]ま_さはmm据d膳を食わなかった、とかそんな感¢だな」

　マH�のÝが一瞬、キュビòム絵画になる。

「あ、あああ、あ」

「なんだ、図星か。ギャルゲーみたいだな、お前ら」

　慌てふためいてZ[\明な言い訳を続ªるマH�をしばらく堪能した後、トオルは徐(おもêろ)に

切り出す。

「で、à際どうなんだY　勃たなかったのかY」

　無言。

「いや、そーいうときは、ïの方がÇらん慰めをして塩を擦Óê、ってのが�öだよな。=>もお前

に近÷いてないとこÉる限り、誘ってるのをスルーした、とか、そんなだな」

「mmぅるさぃ」

　èぼ完璧に読まれている。

「しかし、いいのかY」

「`が、だよ」

　\貞腐れるマH�に、トオルは真面目なÝで答dる。

「=>は@ンAレ属性だろY」

　他人から言われると、Kに腹がÀつ。
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「あのタ�プは、一人にしておくと、妄ùを暴走させて、あら'方ºmm大ã破滅的な方ºにºかう

モン¢ûないのかY」

　マH�のÝが蒼くなる。

「となると、次にìÄとÝを合わせた¾、ã面の&みを浮かべていたらÎÁいなくAッàエンàだ

な」

「あ、ありうる。そ、そろそろ機嫌を取っておいたèうがいいのかなY」

　SにÖわるとなれば、途端弱腰になるのが人Îである。

「謝り方失敗すると、それはそれでPQだぞY」

「¢û、どーすれば」

「kàにAッàエンàからzれる方法はあるªどmm」

「是非Ådてくれっá」

「その後は七割がた、Ｈシーンに突入だぞY」

「mm」

「度ç据dて、やる自信はあるのかY」

　言われて、さらに弱]になるマH�。

「そ、そういうのは吝(や6さか)ではないんだªど、も、もうちょっと穏やかに軟着陸する方法

はY」

　ヘタレ全jのマH�にトオルは、

「無い」

と、言い放つ。

「大ã、エロゲーでハッピーエンàといdば、ヒロ�ンとの濡れ0があるにµまってる。そうでない

と、ユーザが許さんっá」

「エロゲー¢ûないっá」

「それだª、エロゲー��クの恋愛してて、`を言うっá」

　はõはõ、と、両9息をつく。

「まõ、言うか言わないかはお前の勝Äだが、取り敢d_Ådておいてやる」

「うん。ありがと」

「さすがにリ�ルß人はíめんだからな」

　トオルの�àバ�スをÑいたマH�は、真っ赤になる。

「そ、それmm言うのY」

「なんだ。Aッàエンà回避úは1½½%だぞY」

「dっとmmそんなこと言ったら、×らもおしまいだと思うªどY」

「なんでY」

「覿面(てきめん)に嫌われそうな]が」

「ないない。それはありdない」

「そ、そうかY」

「無いぞ。それも、断言してやる。そも、@ンAレキャ�は情の深さが尋常¢ûないから厄介なんだ。

歪んではいても、no一途なんだよ。っていうか、そのくらいで嫌う神経なら、苦労択¡ '

B劣p⇒主融劣心ゆ。新

「「

「一を)一y「でレ～「そ、そ;が3様々～いた巻ロ。々
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　!は�¾Î後、そんなvwに出会うのである。

　一人の帰り道。

　ついこのÎまで、�Nコと途中まで帰っていたことが楽しい夢のように思dる。

　一度得た幸せを失った喪失感は、幸せを得る前にはµしてù像することはできない。

5µ�的に振られる前に、明�はなんとかしよう7

　マH�が心中でµZしたちょうどその¾、前を塞ぐように一人のï性が現れた。

「23真4くんÕ」

　\Zを�たれ、心臓がバクバクと爆lる中、マH�はï性をÉた。

　ä長は、ヒールを履いているとはいd、µして低くないマH�と同¢くらいはある。

　すらっとしていながら、凹凸がちûんと出ている(ファッションモAルではなく)グ�ビ�モAルã

¨。

　栗色の波�つ長い髪、はっきりとした眉の下に、挑発的に&う鋭い目がある。

　Ã人、と一言で言ってしまdば簡単だが、あるZ[魅力のベクトルが�Nコと正反¯のï性だった。

　トオルの与太話が頭に残っていたマH�は反射的にäqdたが、「そんなバカなことがあってたま

るか」と自嘲][に&い、肩の力を抜いた。

「dっと、あなたはY」

　取り敢d_こちらの名前を|っているようなので、Ñいてみる。

「そうÕ、(�ムÂöシト-とでも名乗っておこうかしら」

　�ムÂöシトmm(λの使徒-Yá

「あ―――――っá、あなたがあのLールのっá」

　同¾に、�NコのÇ白が甦る。

(° 、あたしのお姉ちûん-

　このï性(¢ょせい)が、�Nコの姉Y

　あまりの共通点の無さに、マH�の中の常識は、その考dを拒否しようとする。

5いくら、兄弟のBターンは組み替d抜きで64 兆通りはあるからっていって、此処まで似てない姉

妹って無いだろ7

　しかし、ここのところの非常識な�ベントを>き抜いてきたマH�は、自 の常識をあまり信用し

ないようになっていた。

「dっと、�Nコさんmm=>一?さんは、あなたがお姉さん¢ûないかってÉってたんですªどm

m」

「なõんだ、�Nコったら、もう喋っちûったのÕ。つまんない」

「へY」

　ï性は姿に似合わない?どものような膨れっ面をしたあと、ぺろっと舌を出す。

「¢û、â魔化しても無駄Õ。¢û、改めて。私は�Nコの姉の=> 梓(は6 あ_さ)。よろしくÕ

マH�くん」

「よ、よろしく」

　Wし出されたÄは華奢で、ひんやりと冷たかった。

　そのÄの感触だªが、�Nコと唯一似ていた。

「マH�くん、Èから¾ÎあるY」

「d、dっとmm」

　kかに、�Nコのプログ�8ングÅ室は休Vé態で、マH�は家に帰っても、ゲームくらいしかや

ることが無かった。

「ちょっとおÕーさんに�き合ってくれないかな。Èなら�Nコの裏情報とか、特典画像とか、つい

てきちûうよん」

「行きます」

　喫茶店(	-Jo�e-

　この店の名1(Killer Jo�e Bフî-をつつく�òサに非常なÁ和感を感¢ながら、マH�はカ
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フî�テを啜っていた。

　入店から1½  。

　Éた目からはù像できないくらい口の軽い�òサから、�NコのÈまでのいろんなコトをÑいてき

た。

　特典画像とやらは、去年までに捕った�Nコのケータ�写真で、さすがにコレは、というモöをg

き、コレクションをíっそりとコピーしてもらった。

　帰ったらCD に焼いて保­しとかなきûmm

　そして、!ïの>いÀち。

　ës}中s}¾ü、殆ど~人がいなかったことなどは、o人の口からÑいて|っていたが、家óの

ことについては、いままでÑいた事が無かった。

　�òサと�Nコがあまり似ていないÌ由は、簡単にわかった。

　àは�òサと�Nコでは、母親がÁうのだ。

　�òサの母親は、�òサが６歳の¾他"。

　その後�òサのï親と再婚したのが�Nコの母親だった。

　家族仲はbくなく、�Nコの母も�òサを可愛がってくれたため、�òサもわだかまりなく腹Áい

の妹を可愛がることができた。

「�Nコって名前はàはÕ、私がつªたの」

「dY」

　コレは、Zzだった。

「お母さんmmÈのお母さんはÕ、次ïっぽい名前をつªようとしてたみたいだªど、あたしが反¯

したの。ÎÁいなくあたしの妹だªど、お母さんには最初の?どもなんだから、絶¯(一-をつªる

べきだって主張したんだよ」

　それで次ïなのに(一?-。

「家で可愛がりすxたのがbかったのか、家のzでは引っÓみ思案と\器用が災いして、あまり~達

ができなかったみたいÕ。で、私がプログ�ムÅdたんだªど、かdって人を遠ざªるようになった

みたいÕ」

　あった頃の�Nコを思い出して、思わ_頬が緩ê。

　�òサはにやりと&い、マH�の額を人Wし指で突つく。

「なのに、いきなり~人すっとばして!氏作るんだもんなõ」

「済みません」

「謝る事ないわよ。それであの?、y前に比べてすíく積極的になったし。昔から思いつめるとáり

がÉdない性格だったから、恋でもしたら、ストーカーにでもなるん¢ûないかと心配してたんだª

ど、うまくいってるみたいÕ」

　Ï罪9(ストーカー)ではなく、あくまで@ンAレ少ïの域で収まっている。

「È現§はちょっと難航してますªど」

「そうみたいÕ。一昨�(おととい)帰ってから、ぼんやりしたり怒ったり、Kな感¢だったわよ」

「原因はわかってますが、`があったかはÑかないでください」

「そこまで野暮¢ûないから安心して。それにÈ�の目的は、そもそも�Nコ¢ûないんだからY」

「Ö�、ですかY」

「そうそう」

　そう言って、黒いエHLル革のハンàバッグから、モバ�ルPCを取り出す。

「PythonやってるのよÕY」

「dd」

「�Nコの趣[とはいd、ÔいNョ�スÕ。大sなんかでS
he
eが難しくてプログ�ムできないs>

に使ってるみたいだしÕ」

「プログ�8ング初心9の入門用には最適だ、と�Nコさんは言ってました」

「それはÅ師次第Õ。いくらツールとして優秀でも、旧世üのÄ続き志ºのプログ�マにかかれば、

あっというまに汚染コーàプログ�マになれるわよ」

「汚染ってmm」
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　�òサはマH�をギロリと睨ê。

「いい、マH�くんY　プログ�8ングっていうのは半ばt慣なの。一旦bいt慣をäにつªたら、

改めるのは大変なんだから」

「そうなんですかY」

「そう。例dば再ü入。マH�くんは階乗計算をするÖ�、どう書くY」

「dっとmm」

　Wし出されたモバ�ルのキーを叩いて、前に�Nコに書いてみせたコーàを思い出してPythonコン

Cールに�ちÓê。

>>> def fact(n):

...   fn = 1

...   while n > 1:

...     fn *= n

...     n  -= 1

...   return fn

...

>>> fact(10)

3628800

>>>

「そうよÕ。ところで、nはいくつ」

「はいY」

　Zzな質Êに、マH�の頭は一瞬真っ白になる。

「nと �nは、
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>>> def fact(n):

...   if n > 1:

...     return fact(n-1) * n

...   else:

...     return n

...

>>> fact(10)

3628800

>>>

「あmm」

　kかに、ÈまでtったÖ��義とÖ�適用、そして条件 岐だªを使って、ÎÁいなく階乗計算が

行われている。

「d、あ、あれY　Ö��義の中でそのÖ�使ってるmm」

「そういうこともできるのよ。これは再帰�義って言って、�義の一部に自 自äを使ってるわ」

「dと、そうするとmm�義できないのではY」

　常識的に考dれば、循環�義になりそうな]がする。

「でも、ちûんと計算できてるみたいだªどY」

「そ、そうですよÕ。お、おっかしいなõmm」

　慌てふためくマH�に、�òサは優しく語りかªる。

「このÖ�がどうやって機能するかをÌÍするのはちょっと難しいªど、¬目して欲しいのは、さっ

き言った変�の�義よ。Ö�の中では、一度ü入された変�が変更mmすなわち再ü入されてないで

しょY」

「そ、そうですよÕ。kかに。あ、でも�義の最後でnにn-1がmm」

「それはü入¢ûなくって、¹のÖ�の呼び出しをしてるだª。*+*をÖ�だとすると、(1+2)+3って

やってるのと同¢よ」

「*+*がÖ�Y」

「一応、Pythonでは*演算?*って呼んでるªど、o質は同¢よ。引�として2変�を取るか、左右の

項として�ª取るのか、ってだªのÁいだもの」

「dmmうmmあmm」

　マH�の混乱は、頂点にまで達しそうになった。

「さっきも言ったªど、ÌÍしなくてもいいわ。ただ、方法はいろいろあるってこと。そして「プロ

グ�ムの都合で無Ìやり」¢ûなくって、出来るだª自wに�式をÍくようにプログ�ムするのが、

素直で綺麗なプログ�8ングをするコツなの」

「それがÖ�プログ�8ングY」

「そう」

　マH�は、漸くä近に感¢てきたプログ�8ングの深淵の一端を覗きÓんだ]がして、背筋がÚく

なった。

「幸い、Pythonにはまだまだ豊富なツールがたくさんあるわ。それを全て正しく綺麗に使いこなせば、

Ãしく完全なÖ�プログ�8ングの世"がq築されるわ。がんばって」

　その夜、マH�は一睡も出来なかった。

　翌�、/}して席に着いた�NコのIに、マH�がいきなり現れた。

　一瞬、�Nコの心臓は#6ったが、直ぐに据わった目の下に大きな隈を作っているマH�の異様な

様?に]÷いた。

「ど、どうしたのマH�くんY」

「�Nコさん、助ªてmm」
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　昨�の微Kなうやêやなど吹っÑ6ような、すがるようなマH�の�だった。

「そう、お姉ちûんにそんなこと言われたの」

　昨�二人で姉とお茶していたことなど、マH�に言いたいことは山èどあったのだが、その�òサ

の言葉に悩んで一晩中眠れなかったとÑき、流石にÈ回ばかりは特¹に寛大な心になったようだ。

「�òサさんの言う通り、×自äもコーàに¯する考d方を変dなきû、とか思うのに、そもそも�

òサさんの書いたコーàのZ[、一晩考dてもわかんなかったんだ。×はもう、どうしたらいいかm

m」

「簡単だよ。無視すればいいんだよ」

「へY」

　�Nコはやれやれ、といった表情で、コンCールを叩く。

「お姉ちûんの書いたコーà、あれ、àは\完全だから」

「ddっáY」

「Éてて」

>>> def fact(n):

...   if n > 1:

...     return fact(n-1) * n

...   else:

...     return n

...

>>>

「àはこのコーà、あまり大きな�¶を入れるとエ�ーを起こすんだよ。やってみようかY」

>>> fact(1000)

  File "<stdin>", line 3, in fact

  File "<stdin>", line 3, in fact

　　　　　　：

　　　　　　：

　　　　　　：

  File "<stdin>", line 3, in fact

  File "<stdin>", line 2, in fact

RuntimeError: maximum recursion depth exceeded in cmp

>>>

「あれ、1½½½!って、kか、前に繰り返しで書いた¾は通ったよÕY」

「そうだよ」

>>> def fact(n):

...   fn = 1

...   while n > 1:

...     fn *= n

...     n  -= 1

...   return fn

...

>>> fact(1000)

402387260077093773543702433923003985719374864210714632543799910429938512

...

00000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

>>>

「つまり、Pythonのプログ�ムとしては、マH�くんが書いた方が正しくて、お姉ちûんのはÎÁい、

ということ」

「どういうことY」

「その前に、お姉ちûんの書いた再帰プログ�ムの動作の原Ìを説明しておくÕ」
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「うん」

「再帰に限ら_、繰り返しになるものは、簡単なものから順をÐってみていくといいんだよ。ま_

def fact(n):

  if n > 1:

    return fact(n-1) * n

  else:

    return n

のqrは、no的には単純なi�-elseの条件 岐だっていうのはわかるÕY」

「うん」

「そして、nが1 y下の¾は、nを返す。これも判るよÕY」

「うん」

「さて、あとはnが1より大きい¾なんだªど、例dば3としてみようかY」

「う、うん」

　なl３なのか、とÉÊに思ったが、¹に深いZ[はないと思い返し、マH�は素直に頷く。

「��
t(3)の戻り¶は、n>1だから、��
t(2)*3になるよÕY」

fact(3) = fact(2) * 3

「3-1=2だから、そうだÕ」

「で、2>1だから、��
t(2)は ��
t(1)*2になる。つまり ��
t(3)は ��
t(1)*2*3になるわªだよÕY」

fact(2) = fact(1) * 2

「うんうん」

「さて、1は1より大きいわªではないから、��
t(1)は 1になる。ＯＫY」

「とするとmm」

fact(1) = 1

fact(2) = 1 * 2

fact(3) = 1 * 2 * 3

「��
t(3)は 1*2*3で 3!になってるっá」

「そういうこと」

「そうか、×はà際に�¶を入れ_に、Ö�がどんな¶を出すかってことを考dてたから、Íªな

かったんだ。でも、どうして�が°くなると、できなくなるんだろY」

「Èの話で言うと、��
t(3)を答dるには、��
t(2)を計算するÆÇがあるよÕ」

「うん」

「ということは、(��
t(3)の答dを出す-っていう操作を、どこかにcdておかなきûいªないんだ

よ」

「そ、そうだよÕ」

「そして、��
t(2)を計算するには、��
t(1)を計算するÆÇがあるよÕ」

「うん」

「そうすると(��
t(2)の答dを出す-っていう操作も、どこかにcdておかなきûいªないんだよ」

「う、うん」

「この(作Vをcdておく-0所を(作Vスタック-って言うんだªど、Pythonではこの作Vスタッ

クは1½½½ 段弱で制限されてるんだよ」

「dっとmmどうしてY」

「一つは、際限なくスタックを増やせるようにすると、Lモリを使い果たしてæまってしまう可能性
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があること。もう一つは、スタックトレースっていうà行é態を監視するプログ�ムを同¾に動かし

てるからというÌ由。難しいことはともかく、あまり�ストの深いmmつまり(Ö�の中からÖ�を

呼び出す-入れ?があまりに深い再帰は、Pythonのà行¾の制限にひっかかるんだよ」

「whileはいいのY」

「whileは一回_つNîックしてるから、NîックがuわってるのはÊ題ないんだよ。でも、再帰の0

合は前の作Vが完了してないから、監視¯象のプロセスが膨大にふくれあがっちûうんだよ」

「うわõ」

「もちろん、再帰プログ�ムが有効な0合はあるよ。二 木検索っていうAータベースqrの検索は、

再帰でないプログ�ムを書く方が難しいからÕ。でも、単純ループに再帰はÆÇないよ」

　そう言いつつ、�Nコは一つのコーàを書く。

>>> def fact(n, r=1):

...   if n < 2:

...     return r

...   else:

...     return fact(n - 1, r * n)

...

>>> fact(10)

3628800

>>>

「これは末尾再帰って言って、次のÖ�呼び出しのh果がそのままこのÖ�のh果になるような形に

したものだよ。プログ�8ング言語や環境によっては、この方法ならスタックを使わない形に最適化

してくれるものもあるんだªど、Pythonについていdば、こう書いてもスタックを積êルールになっ

てるから、やっぱり限"はあるんだよ。もっとも、ちょっとだªスタックに積ê作Vが減るから、L

モリの消費は減るªど」

「つまり、ÆÇが無ªれば、特に再帰で考dなくてもいいってことY」

「ÆÇないよ。それより、お姉ちûんが余計なことを言って、マH�くんのâ強を邪魔したことのè

うが許せない」

　�Nコの目が、PQな色を帯びてきたので、マH�はÎ髪入れ_質Êする。

「�òサさんは、変�が再ü入されるようなプログ�8ングは(bいt慣-だって言ってたよ。再ü

入をしない再帰のèうが自wだって」

　�Nコは力強く首を横に振る。

「プログ�8ングは�s¢ûないよ。それから、コンピュータは概念¢ûなくてàãだよ。·¸、�

sの考d方は便利だから、計算機はできるだª�s的に振舞うようにしてあるんだªど、プログ�ム

をÍくのはhi電?回路だし、動作を考dる人ÎもÆ_しも全ての1事を�s的に考dているわª

¢ûないから、それが全てではないんだよ」

「Çするに、全部Ö�にして考dるÆÇはないってことY」

「前にそう言ったëだよ。マH�くん、お姉ちûんに言われて、それ±れちûったんでしょY」

　あっ、とマH�は�を上$た。

　最初にÖ�をtった¾に、�Nコはkかにそう言った。

あたしがPythonを使ってるのは、いろんな方法が使dて便利だと思うからなんだよ

「面目ない」

「まさか、グ�マーなお姉ちûんを前にして、舞い上がっちûったのY」

　冗îめかした言葉の中に、秘められたßZを敏感に嗅x取ったマH�は、`食わ'Ýで言い返す。

「それはないよ。もしàキàキしてて頭が真っ白になるなら、�Nコさんとâ強なんて出来ないよ」

　�Nコは、自爆して真っ赤になった。

　で、それを]÷かないふりをしつつ、マH�はフォローを入れる。

「でも、Ö�って面白いよÕ。他に`か、もうちょっと試してみたいな」
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「あ、dっと、それなら二次方程式のÍの公式とか作ってÉるのどうY」

「Íの公式Y」

　マH�はLモを取ると、鉛筆でさらさらと書く。

a≠0 のとき ax2bxc=0 の x のÍは
−b±b2−4 ac

2a になる

「ってこれY」

「そう。マH�くん、�s苦Äっていうªど、よくcdてる¢ûない」

「ああ、これは¹格。これ暗記しておくと、因� Íしなくて済êから」

「それはちょっとmm」

　�Nコはため息をつく。

「È�はプログ�8ングのâ強をこの話題で切り上$て、因� Íの復t、しよっか」

「薮²だõっá」

　涙目のマH�を慰めるように、�Nコが微&みながら言う。

「でも、ここでÍのÖ�を作っておªば、検算は簡単だよ」

「dY　あ、なるèど」

　ぽんっ、とÄを叩くマH�5いいのかY7

「それ¢û、いくつか新しいことをÅdておくÕ。ま_累乗(power)の演算?」

「累乗Y」

「冪(べき)乗とも言うªど、2の3 乗が2×2×2で 8とか、そういうの」

「あ、そうだった」

「累乗は乗算に使う�スタリスクの二連続****だよ。二つ続ªて一つの演算?だから、]をつªて

Õ」

「うん。でも、どうせ二乗までしか出てこないから、掛ªてもあんまり変わらないよÕ。ðろタ�プ

�は減るような]が」

　ふふふ、と�Nコが&う。

　久々に、してやったり、といった楽しそうなÝだ。

「Oいなõ、マH�くん。kかに2 乗はそれでいいªど、° 累乗を使わないと、計算できないよ」

「dY　そ、そうY」

「試しに、Python 式で、Íの公式の±の＋の方だªでも書いてみて」

「dっと、 母を全部括弧でýって、(-�+mm」

　すぐに]÷く。

「dっと�Nコさん、ルートってどう書くの」

「èら、Õ」

「dY　だ、だってさっきのは累乗でしょY　へ、平方根なんかÖÜない¢ûんっá」

「ところが、そー¢ûないんだな。たとdば、 23×23 って、2の`乗Y」

「dっと、2の6 乗かなY」

「どうやって計算したY　8×8=64を 2の`乗って計算しなおしたY」

「そんなことしないよ。2を3回掛ªたのに、もう一回2を3回掛ªたのを掛ªるんだから

2×2×2×2×2×2=26 ってやったよ。いくら×が�sが苦Äと言ってもmm」

「つまり、累乗の3について、3＋3か 3×2をやったんだよÕ」

「う、うん」

「つまり、 {xa×xb= xab xab=xa×b } ってことでいいよÕY」

「う、うん」

「ところで、 2 ってどんな�¶だっªY」

「2回掛ªると、2になる�¶のうち、正の方」
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「í名答。ここで提案なんだªど、もし√を累乗で表すとしたら、いくつになると思うY」

「dY」

「ふふ、ちょっと難しいよÕ。¢û、式に書いてみよっか

2=2×2 で 2=22 、ここで、 2=2x とすると、 2=2x2 で 2=2x×2 、

2は当w 21 だから、 21=2x×2 よって、 1= x×2 これでどうY」

「d、dっと、
1
2 Y」

「í名答」

「ってことはつまりmmあ―――っá」

　急に]÷いて書き掛ªた自 の式を書き直す。

(-b + (b**2 - 4*a*c)**(1/2))/(2 * a)

「書ªたmm」

「面白いでしょY　ホントは�s用モジュールを¦入すればs�rtってÖ�があるんだªど、¹にそん

なことしなくても、頭の使い様でなんとでもなることもあるんだよ」

「すíいな、コレ」

「あともう一つはPythonの文法。ret�rn 文の後にカンマで区切ると、二つy上の¶が返せるんだよ」

>>> def f():

...   return 5,10

...

>>> f()

(5, 10)

「座標っぽいのが出るÕ」

「うん。コレはタプルって言って、次に��してるコレクションっていう、複�の¶を一括して扱う

方法の一つ。一つ_つ取り出す¾は、こうするよ」

>>> r = f()

>>> r[0]

5

>>> r[1]

10

>>>

「[]にýまれた�字は添d字(index)って言って、先頭が ½ で、順öに ½�1�2�3...と続くよ」

「うん、これでÍのÖ�、書ªるÕ」

「やってみるY」

「うん。取って置きたいから、¹ファ�ルでmmって、計算式を使うためのプログ�ムがÇるよÕ」

# sol01.py

def sol(a, b, c):

  r0 = (-b + (b**2 - 4*a*c)**(1/2))/(2 * a)

  r1 = (-b - (b**2 - 4*a*c)**(1/2))/(2 * a)

  return r0, r1

a = 1

while a != 0:

  a = eval(input("a= "))

  b = eval(input("b= "))
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  c = eval(input("c= "))

  print(sol(a,b,c))

「こんなとこ、かなY」

「う～ん、バグではないªど、若干動作にÊ題があるとこあるよ」

「dY　どこどこY」

「à際動かしてみればわかるよ。����
 はそれぞれ簡単なところで1�-��12とかで動くから」

「うん」

C:\PythonTest>python sol01.py

a= 1

b= -7

c= 12

(4.0, 3.0)

「うまく動いてると思うªどY」

「¢û、u了させてみて」

「うん。�=½ は無いから、それをNîックしてu了させるようにしたんだªどmm

a= 0

b= 0

c= 0

Traceback (most recent call last):

  File "C:\PythonTest>sol01.py", line 14, in <module>

    print(sol(a,b,c))

  File "C:\PythonTest>sol01.py", line 4, in sol

    r0 = (-b + (b**2 - 4*a*c)**(1/2))/(2 * a)

ZeroDivisionError: float division

C:\PythonTest>

「uわったªどmm異常u了だよÕ、これ」

「そうだよ」

「`でだろY」

「異常LッセージのûüはY」

「ZeroDi�isionErrorって、あ、そうか。Nîック入れる前に計算しちûうから」

「そういうこと。これを回避しようと思うならmm」

「ＯＫＯＫ。皆まで言うな、ってÕ☆」

「mmうん」

# sol½2.py

de� sol(�� �� 
):

  r½ = (-� + (�**2 - 4*�*
)**(1/2))/(2 * �)

  r1 = (-� - (�**2 - 4*�*
)**(1/2))/(2 * �)

  ret�rn r½� r1

while 1:

  � = e��l(inp�t(,�= ,))

  i� � == ½:

    �re��

  � = e��l(inp�t(,�= ,))

  
 = e��l(inp�t(,
= ,))
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  print(sol(����
))

print(,The End!,)

「これで、っとmm

C:\PythonTest>python sol½2.py

�= 1

�= -�


= 12

(4.½� 3.½)

�= ½

The End!

C:\PythonTest>

「ＯＫだよÕY」

「自 で使うなら、これで十 だと思うよ」

「うんうん」

「でも、改Ôの余地は一杯」

「うゎmm」

「ま_簡単なトコから。Ä続き／Ö�は、そもそも繰りかdし使うところを省略したり、LンテHン

スしやすくするために書くんだよ」

「LンテHンスY」

「そう。例dば¾Îが無くて動くだªだった所を#速化するとか、エ�ーNîックを厳しくするとか。

そういう改Ôをする0合に、操作があちこちに 散してると面倒だよÕY　だからÖ�でまとめて、

そのÖ�を変更することで、同¢操作をしてるところ全てが一斉に変更できるんだよ」

「なるèど」

「だから、繰りかdし出てくる記Äは、Ö�でまとめるべきだよÕY」

「う、うん」

「ところで、�¶入力って、どうなってるY」

「dっとmmあっmm」

de� e_inp�t(p):

  ret�rn e��l(inp�t(p))

while 1:

  � = e_inp�t(,�= ,)

  i� � == ½:

    �re��

  � = e_inp�t(,�= ,)

  
 = e_inp�t(,
= ,)

  print(sol(����
))

print(,The End!,)

「やれやれ」

「次はちょっと難しいよ。sol Ö�の中をÉると、r½ とr1は似たような式を書いてるよÕY」

「うん」

「これ、纏められないかなY」

「dY　だ、だって似てるとはいd、¹の式だよ」

「うん。でもできるよ。ヒントは因� Í」

「うきûっ、に、苦Äなんだってばっá」

28



August 2009                                              TSNETスクリプト通信 2.2

「因� ÍのnoはY」

「dっと、共役因�のくくり出しmm」

「うん。わかったÕ」

「dっ、dっmmあ、そっか、(�**2 - 4*�*
)**(1/2)は先に計算できるんだmm」

de� sol(�� �� 
):

  rx = (�**2 - 4*�*
)**(1/2)

  r½ = (-� + rx)/(2 * �)

  r1 = (-� - rx)/(2 * �)

  ret�rn r½� r1

「式自ãはpつになっちûったªどmm」

「でも、大 すっきりしてÉやすくなったよÕ。もう一段深めると、こんな感¢になるんだよ」

de� sol(�� �� 
):

  rx = (�**2 - 4*�*
)**(1/2)

  r� = l�
�d� x:(-� + x)/(2 * �)

  ret�rn r�(rx)� r�(-rx)

「dY　Ö�の中にÖ�書いていいのY」

　この反応をÑいて、�Nコの表情が少し曇る。

「いªないなんて、Èまで一言も言ってないよ。それにマH�くん、書こうとも思わなかったで

しょY」

「d、う、うん」

「ÂLだよ、そーいうルールに転換するような言い方しちû。そんなことしてると、お姉ちûんの言

う(bいプログ�マ-になっちûうよ」

「�òサさんY」

　�Nコはこっくりと頷く。

「お姉ちûんのÖ�偏重は正直どうかとは思うªど、Ö�¨プログ�8ングに¯する偏Éはkかにあ

るよ。(ビジ�スで使うプログ�ムに、�字遊びはÇらない-とかÕ。Ö�¨の概念がÌÍできない

だªなのに、あたかもそれを(邪道-としてÉ下して、出来ないことを正当化しようとする人なんて

いくらでもいるんだよ」

「そう言われれば、負ª惜しみだったかも。íめんなさい」

「うんうん。素直に´めるマH�くんは、将来íィザーàÎÁいなしだよ」

「ベーÂー卿みたいに、Âークフォースに目cめたりして」

「Âークフォースは滅びるんだよ」

「闇の力は魅力なんだªどなõ」

「中二病みたいなコト言ってると、ë難しい儀式ばっかり°い言語や、裏技だª充àした言語、果て

には機械語マD�とかになるよY」

「×はno的にマD�ック傾ºなんだªどなõ、Ì系とか貧úとかちっちûい娘とかど¢っ娘とかm

m」

　�Nコは無言でマH�を叩(はた)いた。
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【ûü】

第４回

・l�
�d� 式(無名Ö�／Ö�リテ�ル)

・de� 文(Ö��義)

・引�／仮引�

・ret�rn 文

第５回

・再帰�義

・末尾再帰

・スタックオーバーフロー

・****演算?(累乗演算?)

・プ��ベートÖ�

【¬釈】

第４回

スクリ��ー(S
ri��ler)�この名前、àは(p文文士-とか(へぼ文士-とか言うZ[。

冒頭のPythonスケッN�記念すべき第一回目放送の、さらに有名な通^,Killer Jo�e,スケッNの冒

頭。

お呼びとあらば即参上�コòモレンジャーの�レ。「J9って、|ってるかいY」

(λの使徒-�(λ 騎士団-というのはあるらしいのだがmm

Ö�(¨)プログ�8ング(��n
tion�l pro�r�

in�)�「機能的なプログ�8ング」と読めないことも

ないが、一応、Ö�をnoとするプログ�8ングÄ法。Ö�の�義は作中で出てくるが、引�とただ

一つの¶が¯応していること5選択透過性もこの一種7と、副作用の排gがno。

Ä続き¨プログ�8ング(pro
ed�r�l pro�r�

in�)�プログ�8ングをÄ続き(pro
ed�re)に 割して

コンBクトにまとめるプログ�8ングÄ法。旧世üのÄ法として、オ�ジîクト指ºプログ�8ング

やÖ�プログ�8ングや推¸¨プログ�8ングの¯極としてよく借り出される言語だが、o来は非q

r化プログ�8ング言語に¯する(革新的な-qr化プログ�8ング言語についての名^。

Ö�(��n
tion)��¶に¯応する写像。Çするに、ある�¶がµまれば、自動的にある¶がµまると

いう¯応。その¯応を式で書いてもいいが、全ての¯応を列挙してもそれはàはÖ�。n準の�¶も

¯応する�¶も、連続¶であるÆÇはない。

きょにXう(巨ú)�大きいú房のこと。サルは尻でセックス�ピールをするが、人Îは二³歩行のた

め、Ýの前に尻がこないので、ú房が膨れてセックス�ピールするようになった、という説があるら

しい。ちなみに巨ú好き¼マザコン、貧ú好き¼ロリコンというようなものすíく簡単な仕 ªをす

る人もいるようだが、そんなら幼児は全員、欲情しながら母親のú房を咥dているのかY　という、

当wのÉÊに6ち当たる5ú離れしないのは未¿熟だが、セックス�ピールに反応するのは¿熟した

証拠7。ちなみに、ú腺からの母úの出はú房の大きさには全くÖÜ無い。というかボリュームはè

ぼ脂肪。

　なお(虚ú-という字を当てると、全く逆のZ[になる。

あさいんめんと(�ssi�n
ent)�割り当て。普通(ü入-と訳す。

つき合ってなんかないっá�これを口走らないと、始まらない��コLはやたら°い。

Aッàエンà(de�d end)�o来のZ[は「袋ë路」。でもこの0合は素直に「%んでおuい」

�ムÂ(λ)�ギリシ��ルファベットのＬ音にì当する文字。

フîN�「萌d」という言葉の、最も近い訳語。

Σ とか Δ とか�Σ は合計、Δ は変化量によく使う。しかし考dてみれば、Ì系にそんなにñしく無

い#}１年>が、よく|ってるよなõ。

λ 式／λ 計算�「式の演算h果の¶」ではなく「式そのもの」を扱う計算。なお、作中に出てくるy

上のλ 式にÖする情報は、Lisp のoか、H�s�ellのoあたりを読êと�@という程出てくる。

写像(
�p)�¯応。プログ�8ング言語では、辞書や連ù配列やハッシュを指すこともある。
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inp�t Ö��引�に文字列を取り、この文字列をプロンプトとして、キー入力のh果を文字列として返

すÖ�5�er.2.x y前のr�w_inp�t Ö�にì当7Pythonは全部「Ö�(��n
tion)」主義だから仕方ない

のでÖ�というが、どこをどうÉてもÄ続き(pro
ed�re)。

引�(ひきすう �r��
ent)�呼び出されたÖ�やコマンàに渡される¶。Ö�がàã化するのにÆÇな

¶。引�を取らないÖ�というのもあるのだが、o来的な「Ö�」の�義からすれば、¯応の無い�

¶なので、単なる��になるëである。

戻り¶(ret�rn ��l�e)�呼び出されたÖ�が戻す¶。「返り¶」と訳す0合もあるが、漏れなくâ変

換で「返り血」になる。Ö�的な�式の記Äを許しているプログ�8ング言語では、引�を与dてà

ã化したÖ�と入れ替わることのできる¶。

len Ö��len�t(長さ)の省略形と思われる。引�にコレクションを取り、コレクションのÇ素�を返

すÖ�。

None�(空-を表す特殊オ�ジîクト。戻り¶やret�rn 文を省略したÖ�が戻す¶のAフォルト。真

®判断では®と判�される。y前はただの/録オ�ジîクトだったが、現§では変更\能な�約語扱

いとなっている。

「λ 式で書いてみようか」�一般的に、¥統的な言語で入門したプログ�マは、Ä続き的に考dるた

め、de� によるÖ��義から始めるが、まがいなりにも�sをtっている0合は、l�
�d� のèうがは

るかに直感的ではなかろうか。

文系／Ì系�一説に「利巧系」と「 系」という ª方で、水平 割ではなく上下に 割するための

 ª方だったとÑくが、私の感cとしては、人文主義(ヒューマDòム)にÀ脚する考d方と、客観自

w史にn÷く考dの 類に落ち着いたような]がする。どちらにせよ、sÊレベルの話でæめておい

ていただきたい5世"や現àといったものを、哲sをすっÑばして話そうとすると無Ìがある7

Ö�¤上主義9�èぼ「Lisper」と同義語。現§でこそ「Lisp はÖ�¨としてはOい」などという原

Ì主義9もÉ�ªられるが、太古の昔からÖ�¨に先鞭をつªたのは Lisp と言ってÎÁい無いだろう

5+�RTRANも�式ではあるが7。

オ�ジîクト¤上主義9�/0は �½ 年üというオ�ジîクト指ºプログ�8ング言語だが、9½ 年üか

ら脚光を浴び、現§下火mmというか、安�中。現§の言語ではno的にオ�ジîクト方式を採用し

ているものが°いので、no概念の一つになりつつある。オ�ジîクトというか、Lッセージ指ºに

こだわるのは、S
�llt�l�erだªか。面白い話だが、抽象Aータ¨⇒オ�ジîクトはÖ�の発展形とオ

�ジîクト指ºのÀ0は考dているようだが、副作用をnoとするオ�ジîクト操作は、Ö�¨から

すれば「旧式のÄ続き¨の同類」と思われているらしい。Aータを主ãとするか操作を概念化するか

という両極端のため、両9の溝はù像y上に深いと思われる。よって、�和ったPythonでコーàを書

くと、オ�ジîクト¨かÖ�¨かで、全wÁうタ�プのコーàが書ªてしまう。

推¸¨¤上主義9�推¸¨は、Prolo� とともに長いÎ一部の人々yzには|られない特殊な 野だっ

たが、最近ではÖ�¨のÆ須Ç素として、Ö�¨言語と融合する形で復活しつつある。推¸¨のプロ

グ�8ングは、Ä続き¨の延長には無いため、プログ�8ング概念を根oからstしなおすÆÇがあ

る。

スタック計算信奉9�RPN5逆ポー�ンà記法7による後置法がとっても好きな人々。

�セン��原Ì主義��o人に、かなり°くÉ�ªられる5機械語／�セン�り言語Ö連の書籍の充

àは異常7。もっともコーàハッカーがかなり混¢っているように思われる。

de� �ロック�i� やwhileのような文脈�ロックと、de� や 
l�ssのような�義�ロックは、書式が似

ているので混同しやすいが、全くの¹1。i� やwhileにはスコープルールが適用されないが、de� や


l�ssには、それぞれ独自のスコープルールが適用される。この�ロックの概念がやや複雑なのが、

Pythonの初心9入門のà質上の難Öになっているかもしれない。

仮引��Ö��義ûで使用できるシンボル。Pythonでは、シンボルはÖ��義ûやク�スLCッàû

でしか使用できない。Ö��義ûで使用できるシンボルは、仮引�の他には自由変�5スコープのz

を参照した¶7があるが、特殊オ�ジîクト(None)や組みÓみÖ�yzのオ�ジîクトを、自由変�

として参照するのは、あまり望ましくないため、ÆÇな¶は引�¼仮引�と渡すのが原則である。
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黒魔術(�l�
� �rt)�「行儀のbいプログ�ム」とも言われる。Ä軽なのだが、長く使い続ªたり改Ô

したりする可能性のあるプログ�ムに使用すると、自 あるいはLンテHンスする人Îに、軽い苛À

ち～自ßなどの影響を及ぼすプログ�8ングスタ�ル。判り÷らい副作用などがその例。

３．下半äにÄを伸ばしmm�「乱れたスカートを直してやる」と続くのですが、`をù像しました

かY

第５回

冒頭のスケッN�第E話と同¢く、,Killer Jo�e,の、最後の方の引用。

キュビòム�ピカCの�レ。

ギャルゲー�恋愛シ8ュレーションゲームのこと。B�Lータ重視だった昔は、�ベントに入るまで

ひたすらB�Lータ�ップの作Vを行う、恋愛とは似ても似つかないゲームだったが、現§ではマル

Nストーリータ�プのものが°くなり、ちûんと擬似恋愛を楽しめるようになったらしい。ちなみに、

Èの特殊効果バリバリのものでなªれば、プログ�8ング自ãは非常に簡単なので、プログ�ムを始

めようとする人には最適。ただしûüの出来はプログ�ムではなくスクリプト5脚oというZ[と、

システムというZ[が混§する非常に特殊な例7に依­するので、あまり期待しないèうがいい。

@ンAレ属性�思うのだが、�Nコ程度で@ンAレと言うのは、看板に®りありなのではなかろう

かY　もっと血Ñ沫がÑび散るようなホ�ーな展jを考dたèうがいいのかもしれない。

エロゲー�¿人指�恋愛及び性的行為シ8ュレーションゲーム。このV"に疎い方が勘Áいされるの

は、「Ã少ïゲーム」と言った0合、通常は前出のギャルゲーではなくこのエロゲーを指す。プレ�

したことの無い人、およびプレ�している0面に出くわしたことのない人は、にたにたと�@らしい

{&いを浮かべながら股Îをまさぐりつつマíスをクリックする怖いプレ�風景をù像するのだろう

が、そういうのはエロゲーの中の「抜きゲー」と呼ばれるà用一点張りのモöをプレ�している¾に

限られる。à際にはフ�グやルートÍ析のため、öートを右Äに、画面を睨みつªるようにプレ�し

ている光景が一般的。濡れ0が入ってたり、ヌーàやファックシーンを克明に描写しているから¿人

指�になっているだªで、o質的にはギャルゲーと変わりないものも°い上、そういった�ベントを

fgして年齢制限Íg版になるものも°い。この0合、ポルö的グ�フィックは、週刊誌のヌーàグ

�ビ�的な役割程度しか果たしていないことになる。

ファッションモAル／グ�ビ�モAル�ファッションモAルは服装が主役なので、Ä³のすらっと長

いスレンÂーな人が°いが、グ�ビ�は普通肉ãが主役なので、肉感的なモAルが°い。一口にモA

ルといっても色々あるので、「モAルã¨」とかいう言葉には殆どZ[が無い。

梓�梓巫ïという言葉があるとおり、やっぱり神道／巫ïÖ連の言葉。となると、pï(�Nコや�ò

サの妹)の名前はmm。ちなみに私を|る人は某ゲームキャ�から取ったと思われるかもしれないが、

全くÖÜ無いです5ちなみに、某ゲームって、��マス¢ûないよ7

	-Jo�e�,Killer Jo�e,スケッNに出てくる、�ギリスのジョーク爆弾に¯抗してà�ツが「報復」と

して放ったジョーク8サ�ル。I�タ(`で 	 なのか、とか)はêでも|ってるので言わないが、とり

あd_ 	-Jo�eは、とってもÚいジョークらしい。

特典画像��Nコの水着姿とか、寝姿とかあったらしい。マH�がどっちに興奮したかはû緒。ちな

みに「さすがにコレは」というのは、溝に落ちて泣いている幼い頃の�Nコの写真だそうな5`だと

思ったY7

汚染コーàプログ�マ�äã的にどういうプログ�マを指した言葉なのかは謎。ただし、プロのプロ

グ�マであれば、中äはともかくユーザに迷惑をかªるようなプログ�ムだªは避ªて欲しい

カíンタ変��ループ回�とともに、一�に増dつ÷ªたり減りつ÷ªたりする変�。再ü入の例と

してよく槍玉に上がるが、カíンタ変�íときがコーàを汚染する可能性などあるのだろうかY

Lモリ変��一¾的に¶を記憶しておくための変�。一¾変�とかLモ変�とか呼ばれることもある。

nはÖ�¢ûない�普通は変�をÖ�とはÉない。

再帰�義�Ö��義の中で、自 自äを呼び出す�義。単純ループで再帰を使うのはマD�だªだが、

D 木検索など、再帰�義で書かないととてつもなく面倒になるプログ�ムは沢山ある。

循環�義��義において、�義すべき概念が、これとèぼ同義の語によって�義されるもので、�義

の形式はとっているが、表現上の言い換dにすxないもの[広辞苑　第五版]
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*+*をÖ��Lisp では、演算?とÖ�の区¹が無いが、PythonではÖ�はオ�ジîクト(オペ�ント)、

演算?はオペレータとして、純wたる区¹がある。

末尾再帰�Ö�の戻り¶が、再帰で呼び出したÖ�の戻り¶と一致するタ�プの再帰�義。Ì¸的に

はスタックに積êÆÇは無いので、末尾再帰を単純ループに最適化する言語もあるが、Pythonの作9

の G�idoは、スタックトレースがしにくくなるというÌ由で、末尾再帰の最適化には公wと反¯して

いる。à際、最適化したh果ループになるのなら。なl最初からループを書かないのか、そちらのè

うが]になる。

二次方程式のÍの公式� ax2bxc=0 で a≠0 ならば、

ax2bxc=0

ax2ba x=−c
 x2ba x=−c

a

ここで x2ba x について平方完¿を行う

※平方完¿� xa2= x2axa2 より、 x2a=xa2 
2

−a2 
2

 x b
2a 

2

− b2

4a2
=−c
a

 x b
2a 

2

= b2

4a2
−c
a

x b
2a 

2

= b2

4a2
−4ac
4a2

=====>

x b
2a 

2

=b
2−4 ac
4a2

x b
2 a

=± b2−4ac4 a2

x b
2 a

=±b2−4ac
±4 a2

±x
± y

は
x
y
,−x
y
, x
−y

=−x
y
,−x
− y

= x
y
で 、hi

±x
y

であるので、

x b
2 a

=±b2−4ac
2a

x=−b
2 a

±b2−4ac
2a

x=−b±b2−4ac
2a

　という公式

因� Íしなくて済ê�à話。作9は因� ÍがÌÍできなかったため、Íの公式を濫用した経験が

ある。h果、�sが全ã的に出来なくなってしまうというとんでもないしっぺ返しを喰らう。�sの

先>にお願いなのだが、出来ない>徒には、沢山Ê題をÍかせるのではなく、ま_ゆっくり一つ_つ

説明して、ÌÍできるようにしてあ$て欲しい。

累乗／冪(べき)乗�整�の累乗はêでもcdているが、 �(ë�)にすると、累乗根になるというこ

とは、Zzに±れられる5あるいは|らないか7。Pythonには 
�th.s�rtというÖ�があるが、モ

ジュールをわざわざ�ンポートせ_とも、累乗演算?を使dば書ªる。ちなみに、Pythonの �er.2.x

y前を使っている0合は、***(1/2)*とすると1/2が 1になるので、***(1.½/2)*か***½.5*を使うとÔ

い(p乗根なら***(1.½/3)*)。なお虚�の計算をしようとして(-1)**½.5とかすると、

>>> (-1)**0.5

(6.123031769111886e-17+1j)

>>>

　のように、Kに8クロなâWが出てくるので、桁あふれを利用してmm
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>>> (-1)**0.5+1-1

1j

>>>

と、消しておくと綺麗に出る。

タプル�Pythonのコレクションオ�ジîクトの一つ。Ç素が変更\可能なリスト。Ç素をカンマで区

切れば自動的に書ªるため、拡張文法の役割も果たす隠れたÀ役9の一人である5もう一人は辞書7

バグではないªど�製品ならば明らかにバグだが、自 で使う にはÊ題ない、というZ[。使い捨

てスクリプトならば、?の程度で十 。

i� � == ½:　½ は®なので、i� not �:というような書き方も可能。ちなみに、マH�は初心9なので、

�Nコにtった通り �re�� 文を�ロックで書いているが、普通は一行で書いてしまうのが普通。

�¶入力��er.2.xではinp�t Ö�で入力をそのまま評価することが出来たが、e��l Ö�など、評価を

ともなう入力はプログ�ムの安全上Ê題が°いので、Ä軽に使dるr�w_inp�t Ö�とWし替dた形に

なる。作中のe_inp�t Ö�は、単純にy前のinp�t Ö�と同¢形にもどしただªである。�¶をkàに

入力するように監視するには、y下のような方法が考dられる。

def e_input(p):

  while 1:

    try:

      s = input(p)

      for x in s:

        if not x in "0123456789-": raise Exception('input error')

      r = eval(s)

      break

    except Exception as E:

      print(E)

      print("input number!")

      continue

  return r

Ö�の中にÖ��ここで使用されているのがl�
�d� 式であり、l�
�d� 式は�義というより(Ö�リテ

�ル-とみなしたèうが判りやすいので、マH�の主張は色々なZ[でòレている。なお、自 が思

いつかなかったことの悔し紛れにルールを云々言うのは、まさに「コロン�スの卵」。とはいd、無

Z識によくやってしまうâりであり、さらに防衛のためにZ地になってその後もその方式を否�して

しまうこともザ�にある。幾 作9の自戒をこめて書いた。

Ö�¨プログ�8ングに¯する偏É�「遊び¢ûないから」という言葉は、à際にプロからÑいたこ

とがある。その他、Ö�¨ではないが「フリーíî�のスクリプトは、仕事にはPなくて使dない」

という言葉も。商用とフリーCフトíî�のどっちがPQなんだかmm

Âークフォース�Pythonist� にとっては、Perlerは帝国軍らしい。

中二病��?が中s二年>¾に取りがちな痛い行動・思ù5(中二病取扱説明書-新紀I社7

Ì系とか貧úとかちっちûい娘とかど¢っ娘とかmm�いつのÎにか(Ì系-も、萌d¯象5Çする

に欠点7になっているらしい。
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FマH�の書いた最u的なコーàG

# sol03.py

def sol(a, b, c):

  xf = lambda k:(-b+k*(b*b-4*a*c)**0.5)/(2*a)

  return xf(1),xf(-1)

def e_input(p):

  return eval(input(p))

while 1:

  print("x = ax^2 + bx + c")

  a = e_input("a= ")

  if a == 0: break

  b = e_input("b= ")

  c = e_input("c= ")

  print("x -> ", sol(a,b,c))

print("The End!")

FおまªG１行で書くÍの公式

>>> sol = lambda a,b,c:[(-b+k*(b*b-4*a*c)**0.5)/(2*a) for k in (1,-1)]

>>> sol(1,-7,12)

[4.0, 3.0]

>>>

【Pythonあれこれ】３．l�
�d� 式の制限と楽しみ

　他言語をsんだ人がPythonでÁ和感をcdる点は(µして°くないとはいd)幾つかあるようです。

その中でも、l�
�d� 式のûüが一つの式で表されなªればならないという制限は、書式の流儀とか

いった瑣末なÁいではないため、ある程度 Pythonを評価してくれる方でさd、首をかし$ることが°

いようです。一応 G�idoとしてはl�
�d� は「コールバックÖ�などのëさな無名Ö�専用」なのであ

り、大規模なÄ続き的なÖ�はde� を使うよう、勧められていますが、Èまで文だったexe
 がÖ�に

なったPython3 y降では、à際には制限は有って無きが如しとなっています。

　もっとも私は、l�
�d� の制限が逆に「式でモöを考dる」訓練に最適だと考dています。à行順序

を制«するのが難しく(i�-else 式をb用すれば可能ですが)、操作の流れ(フロー)で書き÷らい

l�
�d� 式であればこそ「最u的にどんな¶を出せばいいのか、ということを突きÒめてロジックを組

みÀてるÆÇがあります。これはハマると市販のBòル並に楽しめます。¾Îの無い¾にはÄ続きで

書いて、¾Îがあるときにはl�
�d� で�リゴリòムを整Ìして、一粒で二度(à用/趣[)Ã[しいス

グレモöです。

　また、作中では初心9に最初にde� �義ではなくl�
�d� 式から始めていますが、これは用語Í説に

も書いた通り、Ö�的なものはl�
�d� のèうがÌÍしやすい、と思ったからです。T人的には「Ä続

きはde�、Ö�はl�
�d�」の使い ªがベストかなY　と思うのですが、いかがでしょうY

5機械伯爵7

(投稿��: 2½½9年 8 � 6 �)

35



August 2009                                              TSNETスクリプト通信 2.2

神経衰弱
written �y Ｙさ

1. このゲームは

　前作(STATUS=いわゆる文字列を#度な判断で推Ìするゲーム)に引き続き、貧ìな画面のゲーム第六

弾。

　È回は、カーà配置を#度な記憶力と勘で推Ìするゲームです。

　前作STATUSでストックが尽きたので、È回は新たにト�ンプゲームを作ってみました。

　...Çするに他に適当な�タが思いつかなかった＝やっつª、という事ですd(^^;

2. 動作環境は

　例によって、最近の �w� なら �Kだと思います。

　ちなみに動作k´は、

　　GNU Aw� 3.1.6� 
�w� 1.3.3 )BCS R2�

　で(WinXPの D�S 窓で)行なってます。

3. 遊び方は

　　>��w� -� 
e
ory.�w�[Enter]

　　~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

　等で起動するとゲームスタートです。

　1) 0に �×� 枚のカーàが�ンÂムに伏せて置かれます。また�ンÂムな3 枚が0からgzされます。

　　 めくるカーàを1 枚÷つ、縦 �～��横 1～� の文字の組み合わせで指�入力して下さい。

　　 なお入力は英字�字の順でも�字英字の順のどちらでもqいません。

　　例) �1[Enter]

　　 指�した2 枚がペ�の0合＝カーàの�ンクが一致していればそのカーàを獲得し、さらにもう 

    2 枚めくることができます。ペ�をめくり続ªているÎは繰り返しとなります。

　2) ペ�とならなかった0合は、カーàが再び伏せられ、コンピュータ側のöになります。

　3) y後、交互に、0にペ�となるカーàが無くなるまでカーàをめくっていきます。

　　 0に1 枚(または3 枚)残ったé態でゲームu了となります。

　　 ペ�の獲得�の°い方が勝9です...コンピュータに勝つためにはかなり#度な記憶力と勘がÆ

    Çです(^^;

　[²³]

    スクリプトû ��n
tion 
�rdDisp() にもコLントしていますが、常にコマンàプロンプトのク

  リ�をしてから0を表示するようにしています。

　　環境によっては ,
ls, ではÂLなので、 ,
le�r, をお試しください。
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4. j発環境など

　Cースは、È回 �w� 版として新規に作¿したものです。Thin�P�dの WinXP上のテキストエAィタと

コマンàプロンプトな環境でやってます。

　題材は一ö簡単と思われるト�ンプゲームを選んだつもりだったのですが、例dば、コンピュータ

にどうやってカーàを選ばせるか等、いざプログ�ム化するとhqÄÎ取りました。

　「既にめくったカーà」「0から無くなったカーà」の枚�の表示はI々動作k´用だったのです

が、人Îºªのヒントとしてそのまま残すことにしました(^^;

　後、コンピュータの戦略として*適当にÎÁdる*接待モーàがあった方がÔかったかもしれません

Õ...

5. その他

　oプログ�ムはフリーCフトです。

　著作権は作9であるＹさにあります。

　ただし転載、再配布、改r、消去は自由です。

　(できましたら素晴らしい改rを加dた後にTSNetへ投稿してくださいませ)

　また、このCフトを使用した事による損害が発>したとしても、損害に¯しては一切の責ÿを負い

かÕます。

6. スクリプト

　スクリプトをy下に示します。

[memory.awk]

##  )E)�RY  written �y Ｙさ

function rnd(N){ return int(N * rand()); }  ##  乱数

BEGIN{

    ##  カード

    split("H,D,C", StrSuit, ",");  StrSuit[0]="S";

    split(" 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9,10, J, Q, K", StrRank, ",");  StrRank[0]=" A";

    ## Cards[key, 52];      ##  カード本体

    ## Table[52];           ##  台札

    split("b,c,d,e,f,g", NtoA, ",");  NtoA[0]="a";

    srand();      ##  乱数の初期化

    makeCards();  ##  カードを用意して...

    shuffle();    ##  カードを切り...

    ## 場でオープンした札のリストを準備する

    ## Peep[13],Take[13];   ##  登場済み,獲得済み数字 A～K=0～12

    ## CardStat[52];        ##  0=未オープン, 1=オープン済, 2=指定, 4=獲得済み

    for(i=0; i<52; ++i) CardStat[i]=0;
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    ## Turn;      ##  順番 0:人→1:COM

    Turn = 0;

    ## sc[2];     ##  獲得回数 0=人,1=COM

    sc[0]=sc[1]=0;

    ##  場にペアが残っている間繰り返し

    GetMax=48/2 - (( ! (isPair(49,50) || isPair(49,51) || isPair(50,51)))?1:0);

    while(GetMax>sc[0]+sc[1]){

      cardDisp(0);

      if(Turn==0) man(); else com();

      if(++Turn>1) Turn = 0;

    }

    ##  Game Over

    cardDisp(1);

    exit;

}

##

##  カード本体 と 台札 の作成

##

function makeCards(  s,r,p)

{

    for(s=0; s<4; ++s){

        for(r=0; r<13; ++r){

            p=s*13 +r;

            Cards["suit", p] = s;  ##  マーク

            Cards["rank", p] = r;  ##  数字

            Table[p] = p;

        }

    }

}

##

##  カードを切る

##

function swap(p1,p2,  tmp){ tmp = Table[p1];  Table[p1] = Table[p2];  Table[p2] = tmp; }

function shuffle(  i)

{

    for(i=0; i<52; ++i)  swap(rnd(52), i);  ##  台札から適当な一枚を選んで...

                                            ##  それを i番目のカードと入れ替える

}

##
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## ペアかどうか

##

function isPair(p1,p2){ return Cards["rank", Table[p1]] == Cards["rank", Table[p2]]; }

##

## 場所指定文字列変換

##

function toPos(str,  r,c,s)

{

  r=substr(str,2,1) +0;

  if(1<=r && r<=7){

    s=tolower(substr(str,1,1));

    for(c=0; c<7; ++c) if(s==NtoA[c]) return (r-1)*7+c;

  }

  return -1;

}

##

## 場の表示

##

function cardDisp(endSw,  r,c,str,pos)

{

  system("cls");  # clear screen--if cls does not work, try "clear"

  ## 0....5....0....5....0....5....0....5....0

  ##     -a-  -b-  -c-  -d-  -e-  -f-  -g- 

  ## 1) [%%%][%%%][%%%][%%%][%%%][%%%][%%%] (1

  ##    [???][???][???]     COM:99 / 99:YOU

  print "    -a-  -b-  -c-  -d-  -e-  -f-  -g-"

  for(r=0; r<7; ++r){

    printf("%d) ", r+1);

    for(c=0; c<7; ++c) printf("%5s", cardString(endSw, r*7+c));

    printf(" (%d\n", r+1);

  }

  print "    -a-  -b-  -c-  -d-  -e-  -f-  -g-"

  printf("\n   ");

  for(pos=0; pos<3; ++pos)

    printf("%s", (endSw!=1)?("[???]"):cardString(endSw,7*7+pos));

  printf("     COM:%-2d / %2d:YOU\n\n", sc[1], sc[0]);

  printf("Peep:");  delete Peep;  dispStat(Peep,1);

  printf("Take:");  delete Take;  dispStat(Take,4);

  printf("%*s%s", 5, "", StrRank[0]);

  for(r=1; r<13; ++r)  printf("|%s", StrRank[r]);

  print "\n";

}

function cardString(endSw,pos)
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{

  if(endSw!=1 && (CardStat[pos]==0 || CardStat[pos]==1))

    return "[%%%]";

  if(CardStat[pos]==2 || CardStat[pos]==3 || endSw==1 && CardStat[pos]!=4){

    if(endSw==1) CardStat[pos]=1;

    return sprintf((endSw==1)?("[%s%s]"):("<%s%s>"),

      StrSuit[Cards["suit", Table[pos]]],

      StrRank[Cards["rank", Table[pos]]])

  }

  return "";

}

function dispStat(tbl,stat,  i,r)

{

  for(i=0; i<49; ++i)

   if(CardStat[i]==stat || CardStat[i]==stat+2) ++tbl[Cards["rank", Table[i]]];

  printf("%2d", tbl[0]);

  for(r=1; r<13; ++r) printf("|%2d", tbl[r]);

  print "";

}

##

##  人間main

##

function man(  tmp,p1,p2)

{

  ##  2枚のカードの位置を入力

  p1=which();  CardStat[p1]+=2;  cardDisp(0)

  do{ p2=which(); }while(p1==p2);

  doGet(p1,p2);

}

function which(  p,tmp)

{

  do{

    printf("Which?> ");

    p=-1;  do{ tmp="";  getline tmp; }while(tmp=="");  p=toPos(tmp);

    if(p<0) p=toPos(substr(tmp,2,1) substr(tmp,1,1));  ## (念のため)1,2文字目を入替

  }while(p<0 || (p>=0 && CardStat[p]==4));

  return p;

}

##

## 獲得判定

##

function doGet(p1,p2)

{

  if(CardStat[p1]<2) CardStat[p1]+=2;
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  if(CardStat[p2]<2) CardStat[p2]+=2;

  cardDisp(0)

  if(Turn==1)

    printf("Com try> %s  %s%d %s%d\n",

      Strategy, NtoA[p1%7], int(p1/7)+1, NtoA[p2%7], int(p2/7)+1);

  if(isPair(p1,p2)){

    CardStat[p1]=CardStat[p2]=4;

    ++sc[Turn];

    --Turn;  ## もう一度めくる事ができる

  }else{

    CardStat[p1]=CardStat[p2]=1;

    print "... no match";

  }

  printf("(push Enter)"); getline tmp;

}

##

##  COM main

##

function com(  i,n,p,x,list,cnt,q)

{

  ## オープン済みのペアを探す

  Strategy="'well-known'";

  x=0;

  delete p;

  for(n=0; n<13; ++n){

    if(Peep[n]>=2){

      for(i=0; i<49; ++i)

       if(CardStat[i]==1 && Cards["rank", Table[i]]==n) p[x++]=i;

      doGet(p[0],p[1]);

      return;

    }

  }

  ## 未オープンの中から1つ選び...

  Strategy="'previously-existing 2nd'";

  cnt=0;

  delete list;

  for(i=0; i<49; ++i) if(CardStat[i]==0) list[cnt++]=i;

  if(Peep[n=Cards["rank", Table[p[0]=list[q=rnd(cnt)]]]]>=1){

    ## オープン済みの中からペアを探す

    for(i=0; i<49; ++i){

      if(CardStat[i]==1 && Cards["rank", Table[i]]==n){

        doGet(p[0],i);

        return;

      }

    }

  }
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  ## 未オープンの中からもう1つ選ぶ

  Strategy="'at random'";

  list[q]=list[cnt-1];  --cnt;

  doGet(p[0],list[rnd(cnt)]);

}

(投稿��: 2½½9年 8 � 12 �)
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よしおさんとロボ太
海鳥作

「続・ロボ動力」

 

甘党ロボ  
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「�ンストール」 

さすがに２ＨＤ  
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「再インストール」  

 

Ａドライブ  
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「再々インストール」  

 

昔はいつもこんなでしたが←だから年がばれるって 
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「再々々インストール」 

外付け CDR�) ドライブ 
(転載日付: 2½½9年 8月 6-19日)
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Zed入門 II
- Twitter on Zed -

jscripter

1. はじめに

　TSNETスクリプト通信第3号(発行: 2½½8年 11 � 3½ �)に「Zed入門」を書いて、約 9 ヶ�が経過し

た。o稿では、そのÎのZedのå展についてÄべ、Zed上で動作するTwitterク���ントであるPerl

スクリプトを紹介する。また、Zed上でスクリプトを目的に応¢て適切に動作させるためのスクリプト

特¹ルールの書き方についてもà例に即してÄべる。

　著9は、Aスクトップに­§する情報とWe� に­§する情報を統合して、より#度な情報システム

をq築することに興[がある。h果として得られる情報をAスクトップにæめるのか、We� に出すのか

はûü次第であろう。BーCHルな情報にオープンな情報が6つかり、ì互作用し、溶ª合い、反応

し、融合することこそが、We� の大海の波が�ち寄せるAスクトップの浜辺におªる思考を活性化する

のである。

2. Zedのその後

　Zedは、現§、Ver. 0.41(α)である。前の記事を書いたときは、Ver. 0.35だった。Ver. 0.37で

ファ�ル管Ìíィンàíがà装されて、�記のテキストなど同一のAィレクトリにあるファ�ル名が

類似した同一の拡張?のファ�ルを編集するのに大変便利になった。

　スクリプトを使う0合の動作の\ä合のÍ消や Perl5.8/5.10を使う0合の標準入出力にÖわるスク

リプトの書き方のöíハíの完¿は、作9の久世さんの尽力なくして達¿できなかったにÁいない。

大変感謝している。ま_、そのöíハíにÖしてÄべておこう。

　Perl5.8/5.10の0合は、スクリプトの出力のバッファのフ�ッシュ設�を行い、標準入力のu点の

判�について次のように書くÆÇがあることがわかった。このようにしないとスクリプトが入力待ち

で停æしてしまう。jperlの0合にはこのような書き方は\Çである。

$| = 1;# 出力のバッファのフ�ッシュ設�

while(<>){

    # u点判�

    i� (index($_� ,\x1A,) > -1) {

        l�st;

    }

    
ho
p;

    $inp�t = $_;

}    
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3. Twitter

　Twitterは2006年頃の/0¾に一度話題になったが、使い道がもう一つÉdてこなかった。È年前半

にオバマ大統領も使っていると話題なり、最近では、センサーの出力をTwitter経由で取得するような

方法が話題になった。Twitterのプログ�マ�ルな読み書きができれば、そのような自動化も可能にな

る。少しâ強してみようと、Zed上からTwitterを読み書きしてみることにした。

3.1  statusをupdate

　参考になるPerlスクリプトに次のようなものをÉつªた。興[深いモジュールがã載されたスクリ

プトである。

          Twitterのコマンà��ンク���ント – TECHMemo

          http://d.hatena.ne.jp/dann/20070408/p2

　これを参考にして、次のようなスクリプトを書いた。更新�記記事のHTMLタ�トル行からカテゴリ

とタ�トル、URLを取得して、Twitterのstatus(ëさな140文字からなる記事)をupdateするだªのもの

である。「このような記事を書きました」とひっそりとささやくのである。

[zed2twitter.pl]

#!/Perl5.8/bin/perl.exe

# Title = zed2twitter

# Para =< tmp.log

# Input = tmp.log

# Output =  tmp.log

use strict;

use warnings;

use YAML;

use Encode;

use Net::Twitter;

use File::Spec;

use File::HomeDir;

use Term::Prompt;

use Getopt::Long;

use Term::Encoding;

$| = 1;# for Zed

our $config;

our $twitter;

our $encoding;

our $status;

our $input;

our $baseurl = "http://homepage1.nifty.com/kazuf/renewal.html";
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main();

sub main {

    setup_encoding();

    setup_config();

    setup_client();

    my %methods = (

        update => \&update,

    );

    my $method;

    # only on Zed

    while(<>){

        if (index($_, "\x1A") > -1) {

            last;

        }

        chomp;

        $input = $_;

    }

    ## twitter methods with ddl

    if($input =~ /^(.+?): (.+)$/){

        if($1 eq 'update'){

             $method = 'update';

             $status = decode($encoding, $2);

        }

    ## read a title and a url in an article of renewal.html

    }elsif($input =~ /^<div .+?(\[.+?\]).+?<A NAME="(.+?)">(.+?)<\/A><\/div>$/){

        $method = 'update';

        $status = decode($encoding, $1 . $3 . " ${baseurl}#" . $2);

    ## read directly text data on Zed

    }elsif($input =~ /^.+$/){

        $method = 'update';

        $status = decode($encoding, $input);

    }else{

        print "No data!!!\n";

        exit;

    }

    $methods{$method}->();

}

sub setup_encoding {

    $encoding = Term::Encoding::get_encoding();

    $encoding ||= "utf8";

    print "Encoding: ", $encoding, "\n";

}
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sub setup_config {

    my $path   = File::Spec->catfile(File::HomeDir->my_home, ".twitter");

    $config = eval { YAML::LoadFile($path) } || {};

    my $changed;

    while (!$config->{username} || !$config->{password}) {

        $config->{username} = prompt('x', 'username: ', '', '');

        $config->{password} = prompt('p', 'password: ', '', '');

        $changed++;

    }

    save_config($path, $config) if $changed;

}

sub save_config {

    my ($path, $config ) =@_;

    YAML::DumpFile($path, $config);

    chmod 0600, $path;

}

sub setup_client {

    $twitter = Net::Twitter->new(

        username  => $config->{username},

        password  => $config->{password},

    );

}

# STATUS METHODS

sub update {

    eval { my $response = $twitter->update($status) };

    if( $@ ) {

        warn "update failed because: $@\n";

    }

    print_update_status();

}

# print

sub print_update_status {

    if($ARGV[1]){

        printf "Set status: %s\n", $ARGV[1];

    }else{

        printf "Set status: %s\n", encode($encoding, $status);

    }

}

__END__
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　次のスクリプトの特¹ルール行の部 は、TwitterでささやくAータを取得する範ýを読みÓみ、処

Ìした後にIのAータに書き戻すように動作する。従って、処Ìする範ýを変化させたくない0合に

用いることができる。この特¹ルールにn÷くスクリプトの標準出力はサ�íィンàíに出力される。

#!/Perl5.8/bin/perl.exe

# Title = zed2twitter

# Para =< tmp.log

# Input = tmp.log

# Output =  tmp.log

　次の最初のサ�ルーNンは、Term::Encodingモジュールを使用しているが、システムのencodingを

取得する。Windowsでは、cp932を返す。出力はサ�íィンàíに出力される。

sub setup_encoding {

    $encoding = Term::Encoding::get_encoding();

    $encoding ||= "utf8";

    print "Encoding: ", $encoding, "\n";

}

　次のpつのサ�ルーNンは、スクリプトを最初に起動すると、Twitterのユーザー名(username)とB

スワーà(password)をプロンプトを出してÊ合せ(Term::prompt)、入力AータをYAML形式に変換して、

ユーザーのホームAィレクトリ(Windowsでは、環境変�HOMEの¶が入る: File::HomeDir)に、.twitte

rというファ�ル(File::Spec)を作¿する(YAML::Dumper)。次回の�クセスからはそのAータを読み出

して(YAML::LoadFile)、Net::Twitterに使用する。y上、pつのサ�ルーNンは参考にしたスクリプ

トにあったものそのままである。大変参考になるスクリプトであった。感謝している。mainのルーN

ンで、最初にこのpつのサ�ルーNンをà行している。このスクリプトのq¿もIのままである。

sub setup_config {

    my $path   = File::Spec->catfile(File::HomeDir->my_home, ".twitter");

    $config = eval { YAML::LoadFile($path) } || {};

    my $changed;

    while (!$config->{username} || !$config->{password}) {

        $config->{username} = prompt('x', 'username: ', '', '');

        $config->{password} = prompt('p', 'password: ', '', '');

        $changed++;

    }

    save_config($path, $config) if $changed;

}

sub save_config {

    my ($path, $config ) =@_;

52



August 2009                                              TSNETスクリプト通信 2.2

    YAML::DumpFile($path, $config);

    chmod 0600, $path;

}

sub setup_client {

    $twitter = Net::Twitter->new(

        username  => $config->{username},

        password  => $config->{password},

    );

}

　次に
�inルーNンの中で、Zed上の編集テキストからAータを取得する部 を抜き出そう。i�文の二

ö目の選択肢は、著9の更新�記( http://ho
ep��e1.ni�ty.
o
/��z��/renew�l.ht
l )の記事のタ�

トル部 を範ý指�して、カテゴリ、タ�トルとリンクを正規表現によるBターンマッNで取得し、�

pd�teをà行する。i�文の最初の選択肢は、行頭に「�pd�te: st�t�s」のように記載した0合には、st

�t�sの部 を取得して�pd�teLCッàをà行する。pö目の選択肢は、特にBターンはないが`か範

ýを指�した0合にはその範ýをst�t�sとして取得して�pd�teする。い_れの0合も、Zed上のテキス

トの文字コーàは
p932なので、En
odeモジュールにより、
p932でde
odeして、Net::Twitterに渡す。

これがポ�ントである。

    # only on Zed

    while(<>){

        if (index($_, "\x1A") > -1) {

            last;

        }

        chomp;

        $input = $_;

    }

    ## twitter methods with ddl

    if($input =~ /^(.+?): (.+)$/){

        if($1 eq 'update'){

             $method = 'update';

             $status = decode($encoding, $2);

        }

    ## read a title and a url in an article of renewal.html

    }elsif($input =~ /^<div .+?(\[.+?\]).+?<A NAME="(.+?)">(.+?)<\/A><\/div>$/){

        $method = 'update';

        $status = decode($encoding, $1 . $3 . " ${baseurl}#" . $2);

    ## read directly text data on Zed

    }elsif($input =~ /^.+$/){

        $method = 'update';

        $status = decode($encoding, $input);

    }else{

        print "No data!!!\n";

        exit;

    }
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3.2 user_timelineからstatusをリストアップ

　Net::TwitterにはいろいろなLCッàがà装されているが、自 が欲しい形でAータを取得したい

というような0合には、モジュールの使い方に精通するÆÇがある。精通したとしても融通が利くか

どうかは�かではない。それよりも直接的にÊ題をÍµしようというのが次のスクリプトである。

Twitterのuser_timelineを取得して表示する。

[twemo.pl]

#!/Perl5.8/bin/perl.exe

# Title = twemo

# Para = -h

# Output

use LWP::Simple;

use HTML::Entities;

use Encode;

use Date::Parse;

use Date::Format;

my $opt = shift(@ARGV);       # get options

my $screen_name = 'jscripter';# option: setup a screen_name

my $opth = 0;                 # option: add hyperlink tags

my $count = 20;               # option: a number of viewing statuses

if($opt =~ /-s([^-]+)/i){

    $screen_name = $1;

}

if($opt =~ /-h/i){

    $opth = 1;

}

if($opt =~ /-c(\d{1,3})/i){

    $count = $1;

}

my $user_statuses = get("http://twitter.com/statuses/user_timeline.xml" .

                            "?screen_name=$screen_name&count=$count");

my @statuses = (

    $user_statuses =~ /<status>.*?

                       <created_at>(.*?)<\/created_at>.*?

                       <text>(.*?)<\/text>.+?<\/status>/sgix

);

foreach (@statuses){
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    if(my $time = str2time($_)){

        my @lt = localtime($time);

        my $timestr = strftime("%c %z", @lt);

        print  "${timestr}: ";

    }else{

        # -h option

        if($opth){

            $_ =~ s/(http:\/\/[^\s]+)\s*$/<a href="$1">$1<\/a>/g;

        }

$_ = encode('cp932', decode_entities($_));

        print "$_\n";

    }

}

　このスクリプトの特¹ルールは次のようである。Paraはコマンà��ンオプションの指�である。-

hはURLにハ�BーリンクのHTMLタグを加dて出力するオプションである。InputはないのでZedからの

入力はない。単にカレット位置にスクリプトの出力をOutputするというものである。すなわち、

Twitterのuser_timelineから取得したAータをZedの編集íィンàí上のカレット位置に整形して挿入

出力する。

　コマンà��ンでもオプションをつªて動作可能である。

#!/Perl5.8/bin/perl.exe

# Title = twemo

# Para = -h

# Output

　LWP::Si
pleモジュールの�etLCッàで、�ser_ti
elineを取得する部 は次の通り。ユーザー名

(s
reen_n�
e)と取得する記事(st�t�s)の�(
o�nt)をCGIの形式で設�する。このTwitterのAPIは非常

にñしく公jされている。次のURLを参照すること。

Twitter API Wi�i / Twitter API Do
�
ent�tion

http://�piwi�i.twitter.
o
/Twitter-API-Do
�
ent�tion

Twitter API Wi�i / Twitter REST API )ethod: st�t�ses �ser_ti
eline

http://�piwi�i.twitter.
o
/Twitter-REST-API-)ethod%3A-st�t�ses-�ser_ti
eline

my $user_statuses = get("http://twitter.com/statuses/user_timeline.xml" .

                            "?screen_name=$screen_name&count=$count");

 　さて、この�etLCッàで取得したX)L(�ser_ti
eline.x
l)のst�t�s(記事の項目)の一つの単位を

示しておこう。
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<status>
  <created_at>Wed Aug 19 14:30:27 +0000 2009</created_at>

  <id>3405832828</id>

  <text>[&#21315;&#22812;&#21315;&#20874;]&#26360;&#29289;&#12398;&#21487;&#33021;&#24615; 

http://bit.ly/lKf4Q</text>

  <source>&lt;a href="http://search.cpan.org/dist/Net-Twitter/" rel="nofollow"&gt;Perl 

Net::Twitter&lt;/a&gt;</source>

  <truncated>false</truncated>

  <in_reply_to_status_id></in_reply_to_status_id>

  <in_reply_to_user_id></in_reply_to_user_id>

  <favorited>false</favorited>

  <in_reply_to_screen_name></in_reply_to_screen_name>

  <user>

    <id>6162172</id>

    <name>jazzy scripter</name>

    <screen_name>jscripter</screen_name>

    <location></location>

    <description></description>

    <profile_image_url>http://a1.twimg.com/profile_images/360266004/hiroshima_night_2009-

01_crop_normal.jpg</profile_image_url>

    <url></url>

    <protected>false</protected>

    <followers_count>6</followers_count>

    <profile_background_color>709397</profile_background_color>

    <profile_text_color>333333</profile_text_color>

    <profile_link_color>FF3300</profile_link_color>

    <profile_sidebar_fill_color>A0C5C7</profile_sidebar_fill_color>

    <profile_sidebar_border_color>86A4A6</profile_sidebar_border_color>

    <friends_count>4</friends_count>

    <created_at>Sat May 19 15:37:37 +0000 2007</created_at>

    <favourites_count>0</favourites_count>

    <utc_offset>32400</utc_offset>

    <time_zone>Tokyo</time_zone>

    <profile_background_image_url>http://s.twimg.com/a/1250203207/images/themes/theme6/bg.gif</p

rofile_background_image_url>

    <profile_background_tile>false</profile_background_tile>

    <statuses_count>40</statuses_count>

    <notifications></notifications>

    <verified>false</verified>

    <following></following>

  </user>

</status>

　肝心なところは次の部 である。created_atタグに投稿¾Îが、textタグに記事(status)が記載さ
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れている。status毎に、この二つのAータを取得すればÔい。もう一つ¬ZしておくÆÇがあるのは、

textタグのUnicode文字のテキストAータはàã参照(Entity)にエンコーàされていることだ。��í

ザでは読めても人Îには読めない。àã参照をAコーàするÆÇがある。

<status>

  <created_at>Wed Aug 19 14:30:27 +0000 2009</created_at>

  <id>3405832828</id>

  <text>[&#21315;&#22812;&#21315;&#20874;]&#26360;&#29289;&#12398;&#21487;&#33021;&#24615; 

http://bit.ly/lKf4Q</text>

.....

</status>

　statusタグの中のcreated_atタグとtextタグの¶を取得する正規表現によるBターンマッNを考d

てみる。getLCッàではXMLファ�ル全ãを取得しているので、改行なども含まれたテキストファ�

ルである。これから一]に取得する。そのためには、sオプションを使う。改行も「.」にマッNする

ので文字列全ãを1行とÉなしてマッNさせることができる。

　gオプションでマッNがある限り繰り返してマッNする。これを配列コンテキストで評価すると配列

にマッNした順に格納されていく。後は適切に取り出して加工するだªである。textタグの¶は、

HTML::Entitiesモジュールを使ってAコーàする。

　下記の正規表現は複�行に渡って記Äされているが、xオプションで可能となっている。正規表現の

すべては空白をgいてつながったBターンとして評価される。

　このマッNの評価のÊ題点は、created_atタグとtextタグの順序が前後するとマッNしなくなるこ

とである。マッNしなくなれば、出力が変化したことをÉわなくてはならない。無¸、二つのタグの

マッNのÊ題であるから、二種類のBターンを準備して¯応しておくことも可能である。

my @statuses = (

    $user_statuses =~ /<status>.*?

                       <created_at>(.*?)<\/created_at>.*?

                       <text>(.*?)<\/text>.+?<\/status>/sgix

);

　グローバル・BターンマッNからAータを取得するために、whileループを使ったスクリプトを次に

示す。　

[twemo2.pl]

#!/Perl5.8/bin/perl.exe

# Title = twemo2
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# Para = -h-r

# Output

use LWP::Simple;

use HTML::Entities;

use Encode;

use Date::Parse;

use Date::Format;

my $opt = shift(@ARGV);       # get options

my $screen_name = 'jscripter';# -s[screen_name] option: setup a screen_name

my $opth = 0;                 # -h option: add hyperlink tags

my $count = 20;               # -c[number] option: a number of viewing statuses

my $rev = 0;                  # -r option: reverse statuses with time-order

if($opt =~ /-s([^-]+)/i){

    $screen_name = $1;# set a screen name: screen_name after -s

}

if($opt =~ /-h/i){

    $opth = 1;# output hyperlinks of urls: 1

}

if($opt =~ /-c(\d{1,3})/i){

    $count = $1;# set a count: single digit to triple digits after -c

}

if($opt =~ /-r/i){

    $rev = 1;# reverse mode: 1

}

my $user_statuses = get("http://twitter.com/statuses/user_timeline.xml" .

                        "?screen_name=$screen_name&count=$count");

my %statuses = ();

while(

    $user_statuses =~ /<status>.*?

                       <created_at>(.*?)<\/created_at>.*?

                       <text>(.*?)<\/text>.+?

                       <\/status>/sgix

){

    my @lt = localtime(str2time($1));

    my $timestr = strftime("%c %z", @lt);

    $statuses{$timestr} = $2;

}

if($rev){

    @sorted_keys = reverse sort keys %statuses;

}else{

    @sorted_keys = sort keys %statuses;

}
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foreach my $created_at (@sorted_keys){

    print  "${created_at}: ";

    # -h option

    if($opth){

         $statuses{$created_at} =~

             s/(http:\/\/[^\s]+)\s*$/<a href="$1">$1<\/a>/g;

    }

    my $status = encode('cp932', decode_entities($statuses{$created_at}));

    print "$status\n";

}

__END__

　BターンマッNでAータを取得するのは次の部 である。whileの条件文のなかで、グローバルなB

ターンマッNを行うと、BターンマッNする度にループが回るので、連ù配列に投稿¾Î

(created_at)の¶をキーにして格納していく。この0合、¾Îをローカル¾Îに変換してキーとして

いる。D�te::P�rseとD�te::+or
�tモジュールを使っている。

　スクリプトで-rオプションを指�すると、連ù配列のキーをCート(sort)して逆順に並べ替dた配

列を作る(reverse)。その配列の¶をキーにして連ù配列の¶を取り出せば、逆順にCートした¶を取

り出すこことができる。

my %statuses = ();

while(

    $user_statuses =~ /<status>.*?

                       <created_at>(.*?)<\/created_at>.*?

                       <text>(.*?)<\/text>.+?

                       <\/status>/sgix

){

    my @lt = localtime(str2time($1));

    my $timestr = strftime("%c %z", @lt);

    $statuses{$timestr} = $2;

}

if($rev){

    @sorted_keys = reverse sort keys %statuses;

}else{

    @sorted_keys = sort keys %statuses;

}

　スクリプトのオプションの設�方法や出力を整形して取り出す部 などは、スクリプトを読めば明

らかなので特に説明しない。
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　コマンà��ンではオプションはà行するたびに変更が可能だが、Zedのスクリプトの0合は、よく

使うオプションを設�したスクリプトをTitleを変dて複�置いておくのがÔい。編集からTitleでà

行するスクリプトを選6ことができる。スクリプトは、Zedの�ンストールAィレクトリの\macro\exe

c\menu\editに置くことになっている。ñóは、ヘルプのScript仕様.txtを参照すること。

　4. 最後に

　y上のように、Zed上でスクリプトを動かして、�ンター�ット上でささやいたり、ささやきを読み

Óんだりすることは自§である。o稿が読9の�ンター�ット��フに少しでもí参考になれば幸い

である。

　最後に、Zedを提供していただき、j発を続ªられている久世さんに感謝してキーボーàからÄを離

すことにしたい。いつもÇ望をí検討いただきありがとうíざいます。引き続きがんばってください。

新しいバージョンを楽しみにしています。

(投稿��: 2½½9年8�22�)
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編集後記
jscripter

　毎度、巻頭言を書いて、編集後記を書いている。àはまだ自 の記事は完¿していなかったりする。

みんなの記事は既にセット�ップ済みだ。

　È回は、編集にScribusというOpen source desktop publishing Cフトíî�を使ってみようと考

dていたのたが、しばらく触って断念。簡単ではない。OpenOffice.orgのWriterに引き続きお世話に

なることにした。

　È号こそは、Dュースを載せようと考dていたのだが、Twitter�タでüわりにしよう。MVCフレー

ムワーク�タも再度書くにはäã性がÆÇと考dて、お蔵入り。PythonもMVCフレームワーク�タに合

わせて`か書くつもりだったが、äã化までには¤らなかった。à際に役にÀつレベルにaっていく

ためにはDーòもあるし、Perlで済êのだったら、そちらでÎに合わせるのが楽だしと^^;)いうこと

になる。

　スクリプティングの世"もどのように変化するのか、Rakudo Perl 6の動きに期待している。しかし、

うまく行ったとして、à際にフルに使うようになるにはさらに5年ぐらい掛かるのではないかという]

がしている。Cフトíî�もモöと同様に熟¿するには10-20年ぐらい掛かるものらしい。

(投稿��: 2009年8�22�)
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投稿規程

　TSNETWi�i : 「投稿規程」のページを参照のこと
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著作権

1. 各記事については、著作9が著作権を保aします。

2. 「TSNETスクリプト通信」の二次著作権は各記事の著作9よりq¿される編集委員会が保aし

ます。

使用許諾・配布条件

1. 編集委員会は「TSNETスクリプト通信 2.2.xxx 版」を、ファ�ル名が「ts
_2.2.xxx.pd�」の
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